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一
　
は
じ
め
に

　
開
国
以
後
、
日
本
が
幕
末
期
に
西
洋
諸
国
と
締
結
し
た
不
平
等
条
約
の
改
正
を
目
標
と
し
て
、
国
内
制
度
の
近
代
化
は
不
可
避
の
も
の

と
な
っ
て
い（
1
）た。

と
り
わ
け
、
維
新
後
の
近
代
法
典
の
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
近
代
法
の
担
い
手
た
る
法
律
家
の
育
成
も
必

要
と
さ
れ
、
法
学
教
育
も
同
時
に
開
始
さ
れ
て
ゆ（
2
）く。
明
治
憲
法
の
発
布
に
先
立
ち
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
東
京
大
学
が
帝
国

大
学
へ
と
改
組
・
改
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
術
の
中
央
集
権
化
も
一
層
進
展
す
る
。
特
に
帝
国
大
学
令
第
一
条
は
そ
の
目
的
を
「
国

家
ノ
須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
教
授
シ
及
其
蘊
奥
ヲ
攷
究
ス（
3
）ル」
と
規
定
し
、
帝
国
大
学
の
総
長
が
法
科
大
学
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に

な
り
、
国
家
体
制
確
立
の
た
め
の
大
学
の
役
割
と
そ
こ
に
お
け
る
法
学
の
占
め
る
位
置
の
重
要
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ（
4
）た。
こ
う
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
帝
国
大
学
体（
5
）制」

の
成
立
に
伴
っ
て
、
明
治
二
〇
年
に
学
位
令
が
制
定
さ
れ
、
学
問
上
の
功
績
を
示
す
称
号
と
し
て
の

博
士
学
位
が
近
代
日
本
に
登
場
す
る
。

　
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
学
位
令
は
明
治
二
〇
年
に
発
布
、
同
三
一
年
に
改
正
の
後
、
大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
に
は
廃
止
さ
れ
る
と
同

時
に
新
た
な
学
位
令
の
公
布
が
な
さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
経
て
学
位
の
授
与
権
者
が
文
部
大
臣
か
ら
大
学
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
も
帝
国
大
学
の
発
足
の
翌
年
に
公
布
さ
れ
た
明
治
二
〇
年
学
位
令
は
、
同
三
〇
年
の
京
都
帝
国
大
学
発
足
に
至
る
経
過
点
に
あ

り
、
い
わ
ば
初
期
の
帝
国
大
学
体
制
の
確
立
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
近
代
期
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た
三
つ
の
学
位
令
に
つ
い
て
、
そ
の
規
定
を
概
観
し
、
と
り
わ
け
、
明
治
二
○
年
の
学

位
令
の
制
定
過
程
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
制
定
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
明
治
二
○
年
学
位
令
の
下
で
学
位
を
授
与
さ
れ
た
法

学
博
士
た
ち
の
学
位
授
与
の
過
程
を
再
現
し
、
法
学
博
士
授
与
の
資
格
標
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。
法
学
博
士

と
い
う
新
た
な
学
位
の
出
現
に
よ
る
、
法
学
と
い
う
学
問
分
野
の
制
度
的
確
立
、
さ
ら
に
は
、
明
治
国
家
に
お
け
る
学
術
の
体
制
化
の
過
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程
を
追
跡
し
て
み
よ
う
。

二
　
近
代
日
本
に
お
け
る
学
位
令
の
制
定
と
展
開

㈠
　
歴
史
的
概
観

　
近
代
日
本
に
お
け
る
法
学
博
士
の
学
位
は
、
学
位
令
の
規
定
に
従
い
授
与
さ
れ
た
。
本
節
で
は
、
戦
前
期
に
公
布
さ
れ
た
明
治
二
〇
年
、

同
三
一
年
お
よ
び
大
正
九
年
の
学
位
令
を
概
観
し
、
そ
の
規
定
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
し
よ
う
。

1　

明
治
二
〇
年
学
位
令

　
法
学
博
士
の
学
位
は
、
帝
国
大
学
の
発
足
後
、
明
治
二
○
年
の
学
位
令
に
規
定
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
学
位
令
制
定
以
前
に
も
、

法
学
に
関
す
る
学
位
が
存
在
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
東
京
大
学
設
立
後
、
明
治
一
一
年
末
よ
り
、
学
位
は
そ
の
卒
業
生
へ
と
授
与
さ
れ
る

称
号
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
学
位
の
種
類
や
名
称
の
成
立
過
程
等
の
詳
細
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
す
る
が
、
こ
こ
に
東
京
大
学
の
学

部
卒
業
資
格
と
し
て
の
「
学
士
」
学
位
が
成
立
し
、
法
学
部
の
卒
業
で
あ
れ
ば
「
法
学
士
」
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ（
6
）た。
こ
の
よ
う

な
、
学
士
の
学
位
や
称
号
の
性
格
は
、
課
程
修
了
証
明
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い（
7
）る。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
「
学
士
」

は
学
位
令
の
制
定
に
よ
っ
て
学
位
か
ら
外
さ
れ
、
称
号
に
留
ま
る
も
の
に
な
る
が
、
帝
国
大
学
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
示
す
呼
称
と
し
て

「
学
士
」
は
残
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
社
会
的
評
価
は
高
い
ま
ま
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ（
8
）た。

　
明
治
二
〇
年
五
月
二
一
日
、
勅
令
第
一
三
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
学
位
令
は
次
の
五
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
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第
一
条
　
学
位
ハ
博
士
及
大
博
士
ノ
二
等
ト
ス

第
二
条
　
博
士
ノ
学
位
ハ
法
学
博
士
医
学
博
士
工
学
博
士
文
学
博
士
理
学
博
士
ノ
五
種
ト
ス

第
三
条
　
博
士
ノ
学
位
ハ
文
部
大
臣
ニ
於
テ
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ニ
之
ヲ
授
ケ
又
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
ル
者
ニ
帝
国
大
学

評
議
会
ノ
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
授
ク

第
四
条
　
大
博
士
ノ
学
位
ハ
文
部
大
臣
ニ
於
テ
博
士
ノ
会
議
ニ
付
シ
学
問
上
特
ニ
功
績
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
閣
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
授
ク

第
五
条
　
本
令
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定（
9
）ム

　
ま
た
、
右
第
五
条
の
規
定
に
従
い
学
位
令
細
則
が
文
部
省
令
第
四
号
と
し
て
同
年
六
月
二
五
日
公
布
さ
れ
）
10
（
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ

ば
、
博
士
学
位
は
主
と
し
て
次
の
三
つ
の
方
法
に
よ
り
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
大
学
院
に
入
学
し
、
定
規
の
試
験
を
経

る
（
学
位
令
第
三
条
、
細
則
第
二
条
）、
第
二
に
文
部
大
臣
が
大
学
院
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
「
思
慮
」（
細
則
第
三
条
）
し
た
人

物
を
帝
国
大
学
評
議
会
で
審
議
す
る
（
学
位
令
第
三
条
）、
第
三
に
は
学
位
論
文
を
著
し
文
部
大
臣
に
学
位
授
与
を
申
請
す
る
（
細
則
第
四

条
）。
ま
た
、
学
位
に
は
博
士
と
大
博
士
の
二
種
が
定
め
ら
れ
、
大
博
士
の
学
位
は
文
部
大
臣
が
学
問
上
特
に
功
績
が
あ
る
と
「
思
慮
」

（
細
則
第
六
条
）
し
た
人
物
を
博
士
の
会
議
に
お
い
て
審
議
し
、
さ
ら
に
閣
議
の
認
可
も
得
る
こ
と
で
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

2　

明
治
三
一
年
学
位
令

　
明
治
三
一
年
一
二
月
一
〇
日
、
勅
令
第
三
四
四
号
と
し
て
新
た
な
学
位
令
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
の
趣
旨
は
明
治
二
○
年
学
位
令
の
改
正

に
あ
っ
）
11
（
た
。
こ
の
明
治
三
一
年
学
位
令
で
は
、
ま
ず
大
博
士
の
学
位
が
削
除
さ
れ
、
授
与
さ
れ
る
学
位
と
し
て
は
、
博
士
の
み
と
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
実
際
に
大
博
士
の
学
位
授
与
者
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
の
経
緯
は
後
述
す
る
。
ま
た
、
学
位
取
得
方
法
に

つ
い
て
は
、
四
つ
の
場
合
が
定
め
ら
れ
た
。
第
一
に
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
り
「
定
規
ノ
試
験
」
を
経
る
、
第
二
に
論
文
を
提
出
し
学
位
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を
請
求
し
、
そ
れ
を
帝
国
大
学
分
科
大
学
の
教
授
会
で
審
査
す
る
、
第
三
に
文
部
大
臣
の
監
督
下
に
あ
る
博
士
）
12
（
会
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
る
、

第
四
に
帝
国
大
学
総
長
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
る
と
い
う
各
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
博
士
学
位
授
与
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
〇
年

の
学
位
令
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
大
き
く
転
換
し
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
明
治
二
○
年
学
位
令
以
降
文
部
大
臣
に
一
任
さ
れ
て
い
た
博

士
候
補
の
推
薦
は
、
博
士
会
と
帝
国
大
学
総
長
に
そ
の
役
割
が
移
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
学
位
授
与
権
者
に
つ
い
て
は
依
然
文
部

大
臣
の
ま
ま
で
あ
っ
）
13
（

た
。

　
さ
ら
に
第
三
条
に
は
「
学
位
ヲ
有
ス
ル
者
其
ノ
栄
誉
ヲ
汚
辱
ス
ル
ノ
行
為
ア
ル
ト
キ
ハ
博
士
会
ノ
議
ヲ
経
テ
文
部
大
臣
其
ノ
学
位
褫
奪

ス
」
と
の
明
文
が
見
ら
れ
、
文
部
大
臣
は
「
栄
誉
」
あ
る
博
士
学
位
を
「
褫
奪
」
す
る
制
裁
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
改
正
に
伴
い
、
明
治
二
○
年
の
学
位
令
細
則
も
失
効
し
、
明
治
三
二
年
一
月
七
日
に
文
部
省
令
第
一
号
と
し
て
新
た
な
学

位
令
細
則
が
公
布
さ
れ
て
い
）
14
（
る
。

3　

大
正
九
年
学
位
令

　
内
閣
総
理
大
臣
諮
問
機
関
と
し
て
大
正
六
年
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
教
育
会
）
15
（

議
に
お
い
て
学
位
令
の
改
正
の
審
議
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
審

議
の
直
接
的
な
契
機
は
当
時
帝
国
大
学
の
他
に
公
・
私
立
大
学
を
新
た
に
設
置
し
、
ま
た
そ
れ
ま
で
の
専
門
学
校
令
下
に
置
か
れ
て
い
た

諸
学
校
の
大
学
へ
の
昇
格
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。
審
議
の
具
体
的
な
経
過
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
述
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
学
位
に
つ
い
て
は
学
の
「
蘊
奥
」
を
究
め
た
者
に
与
え
ら
れ
る
称
号
か
、
位
階
勲
等
な
ど
に
類
す
る
「
国
家
の
栄
）
16
（

典
」
か

と
い
う
学
位
の
性
質
を
巡
る
議
論
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
経
て
勅
令
第
二
〇
〇
号
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

戦
前
期
体
制
下
で
の
最
後
の
学
位
令
が
同
九
年
七
月
六
日
付
で
発
布
さ
れ
）
17
（

た
。
こ
の
学
位
令
に
よ
り
「
明
治
三
十
一
年
勅
令
第
三
百
四
十

四
号
学
位
令
及
博
士
会
規
則
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
」
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
以
前
の
学
位
令
を
改
正
す
る
と
い
う
趣
旨
に
留
ま
ら
ず
、
旧
令
を
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廃
止
し
て
全
く
新
し
い
学
位
令
が
公
布
さ
れ
、
学
位
制
度
の
一
新
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
条
に
最
も
顕
著
に
表
れ
た
。

第
二
条
に
は
「
学
位
ハ
大
学
ニ
於
テ
文
部
大
臣
ノ
認
可
ヲ
経
テ
之
ヲ
授
与
ス
」
と
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
、
文
部
大
臣
が
掌
握
し

て
い
た
学
位
授
与
権
が
今
日
の
よ
う
に
大
学
へ
と
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
推
薦
に
よ
る
学
位
授
与
を
総
て
廃
し
、

学
位
論
文
の
提
出
を
必
須
と
す
る
方
式
に
な
り
、
さ
ら
に
学
位
論
文
の
印
刷
公
表
も
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
臨
時
教
育
会
議
に
お
い
て
帝
国

大
学
総
長
の
山
川
健
次
郎
が
博
士
学
位
の
性
質
を
「
エ
ラ
イ
大
学
者
ヲ
表
彰
ス
ル
為
ノ
モ
ノ
」
で
は
な
く
、「
若
イ
人
ノ
奨
励
デ
ア
ル
」

と
明
言
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
威
信
表
示
と
し
て
の
学
位
」
の
こ
れ
ま
で
の
性
格
は
こ
れ
を
機
に
改
ま
っ
て
ゆ
く
の
で

あ
）
18
（

る
。

㈡
　
明
治
二
〇
年
学
位
令
の
制
定

　
以
上
、
戦
前
期
の
学
位
令
の
変
遷
を
概
観
し
た
が
、
次
に
明
治
二
○
年
の
学
位
）
19
（
令
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
制
定
過
）
20
（
程
を
見
て
み
よ
う
。

　
学
位
制
度
の
確
立
を
主
導
し
た
の
は
文
部
大
臣
森
有
）
21
（

礼
で
あ
っ
た
。
同
一
八
年
一
○
月
一
五
日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
っ
た

東
京
学
士
会
院
の
第
七
三
会
に
お
い
て
、「
博
士
ノ
称
号
ヲ
更
ニ
設
置
」
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
）
22
（

る
。
そ
こ
で
は
、
博
士
の
称
号
を
巡
り
、

森
有
礼
と
東
京
大
学
総
理
の
加
藤
弘
）
23
（
之
の
意
見
が
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
博
士
号
は
誰
よ
り
賜
う
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
対

し
、
森
は
「
大
博
士
号
ノ
如
キ
ハ
天
皇
陛
下
ヨ
リ
賜
ハ
ル
ベ
キ
所
ト
ス
」
と
返
答
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
加
藤
は
「
是
等
ノ
称
号
ハ
元
来

大
学
ニ
於
テ
授
ク
ル
方
至
当
ナ
ル
ヘ
シ
、
彼
ノ
大
師
号
ノ
敕
授
ト
ハ
同
日
ノ
論
ニ
非
ス
、
且
博
士
号
ニ
品
級
ヲ
立
ル
ハ
官
吏
ニ
類
シ
テ
宜

シ
カ
ラ
ズ
」
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
そ
し
て
「
現
今
大
学
ニ
ハ
学
士
号
ア
リ
、
故
ニ
其
上
ニ
博
士
号
ヲ
置
キ
テ
大
学
ヨ
リ
之
ヲ
授
ク

ル
ハ
何
如
、
又
欧
洲
ノ
制
ニ
テ
モ
是
等
ノ
称
号
ハ
多
ク
皆
大
学
ヨ
リ
出
ル
者
ナ
リ
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
を
引
き
つ
つ
持
論
を
展
開
す
る
。

し
か
し
、
森
は
「
欧
洲
ノ
大
学
ニ
ハ
各
其
制
ヲ
主
理
ス
ル
人
ア
リ
、
我
大
学
ハ
組
織
彼
我
ト
異
ナ
ル
故
ニ
、
我
大
学
ヲ
シ
テ
全
ク
彼
如
ク

ナ
ラ
シ
メ
ハ
此
称
号
ヲ
大
学
ニ
テ
モ
授
ル
モ
可
ナ
リ
、
然
ル
ニ
今
我
大
学
ハ
大
蔵
卿
ニ
仰
ク
所
ノ
金
額
ニ
依
リ
テ
以
テ
維
持
ス
ル
者
ナ
レ
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ハ
衙
門
ニ
類
似
シ
半
ハ
大
学
ニ
類
似
シ
タ
リ
」
と
反
論
す
る
。
こ
れ
に
対
し
加
藤
は
「
何
レ
ニ
モ
博
士
号
ヲ
政
府
ニ
テ
授
ク
ル
ハ
不
適
当

ナ
リ
」
と
改
め
て
見
解
の
相
違
を
強
調
し
）
24
（

た
。

　
つ
ま
り
、
加
藤
は
博
士
の
称
号
を
「
欧
洲
ノ
制
」
に
倣
い
、
大
学
が
授
与
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
し
た
が
、
森
は
天
皇
に
授
与
の
権

限
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
日
本
の
大
学
の
性
質
そ
の
も
の
が
欧
州
と
は
異
な
る
と
い
う
理
由
で
加
藤
の
意
見
を
退
け
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
博
士
と
い
う
称
号
が
天
皇
か
ら
授
与
さ
れ
る
よ
う
な
栄
典
で
あ
る
か
課
程
修
了
証
明
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
学

士
）
25
（
号
の
上
に
設
置
さ
れ
る
称
号
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て
、
文
部
大
臣
と
東
京
大
学
の
総
理
の
間
で
認
識
に
大

き
な
開
き
が
あ
っ
た
。

　
明
治
一
九
年
三
月
二
日
に
勅
令
第
三
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
帝
国
大
学
令
の
第
四
条
は
学
位
に
つ
い
て
、「
分
科
大
学
ノ
卒
業
生
若
ク

ハ
之
ト
同
等
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
シ
テ
大
学
院
ニ
入
リ
学
術
技
芸
ノ
蘊
奥
ヲ
攷
究
シ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ニ
ハ
学
位
ヲ
授
与
ス
」

と
規
定
）
26
（
し
、
そ
の
詳
細
は
同
令
に
は
置
か
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
制
定
段
階
に
あ
っ
た
同
年
二
月
二
四
日
の
日
付
が
み
ら
れ
る
「
帝

国
大
学
令
案
」
に
は
付
属
資
料
と
し
て
「
参
照
甲
号
　
学
位
条
令
草
）
27
（

案
」
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
学
位
に
関
し
て
は
帝
国
大
学
令
と
は
別

個
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
学
位
条
令
草
案
」
は
、
大
博
士
と
少
博
士
の
二
種
を
定
め
、
大
博
士
は
文
部
大

臣
お
よ
び
学
士
会
院
に
お
い
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
者
を
文
部
大
臣
が
「
上
聞
ニ
達
ス
」
こ
と
で
授
与
さ
れ
る
と
し
、
少
博
士
は
文
部
大

臣
が
適
当
と
認
め
る
者
を
「
上
聞
ニ
達
シ
勅
裁
ヲ
経
テ
」
授
与
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者
を

「
勅
任
官
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
」
と
し
、
少
博
士
に
つ
い
て
も
「
奏
任
官
ノ
待
遇
ヲ
受
ク
ル
」
と
し
て
い
る
。
前
述
の
学
士
会
院
に
お
け
る

加
藤
の
「
博
士
号
ニ
品
級
ヲ
立
ル
ハ
官
吏
ニ
類
シ
テ
宜
シ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
批
判
は
こ
の
草
案
に
全
く
反
映
さ
れ
ず
、
特
に
学
位
を
有
す

る
者
に
「
勅
任
官
」
も
し
く
は
「
奏
任
官
」
の
待
遇
を
与
え
る
と
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
大
学
が
「
衙
門
ニ
類
似
」
し
て
い
る
と
い
う

森
の
構
想
に
親
和
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
草
案
に
お
い
て
は
学
位
の
授
与
、
審
査
、
被
推
薦
者
の
選
定
と
い
っ
た
学
位
授

与
手
続
に
大
学
が
全
く
関
与
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
帝
国
大
学
令
第
四
条
と
の
整
合
性
も
定
か
で
は
な
い
。
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そ
し
て
、
帝
国
大
学
令
施
行
後
の
明
治
一
九
年
四
月
二
六
日
、
文
部
省
学
務
局
長
折
田
彦
市
か
ら
帝
国
大
学
総
長
へ
新
た
な
「
学
位
条

例
」
の
草
案
が
「
回
付
」
さ
れ
て
い
）
28
（

る
。
同
案
は
大
博
士
、
少
博
士
お
よ
び
、
学
士
の
三
種
類
を
学
位
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
。
大
博
士
に
つ
い
て
は
同
案
第
四
条
と
第
五
条
に
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
文
部
大
臣
ニ
於
テ
大
博
士
ノ
学
位
ヲ
賜
ハ
ル
ニ
適

当
ナ
リ
適
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
学
士
会
院
及
帝
国
大
学
ニ
諮
詢
シ
テ
之
ヲ
奏
薦
ス
ヘ
シ
」、「
大
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ク
ル
ハ

内
閣
総
理
大
臣
之
ヲ
奉
行
ス
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
少
博
士
は
同
案
第
八
条
と
第
九
条
に
、「
文
部
大
臣
ニ
於
テ
少
博
士
ノ
学
位
ヲ
賜
ハ
ル

ニ
適
当
ナ
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
奏
薦
ス
ヘ
シ
」、「
少
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ク
ル
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
宣
行
ス
」
と
さ
れ
、
学
士

に
つ
い
て
は
第
一
一
条
に
「
帝
国
大
学
院
ノ
学
業
ヲ
卒
ヘ
タ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
之
ニ
等
シ
キ
学
芸
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
学
士
ノ
学
位
ヲ
賜

ハ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
奏
請
シ
帝
国
大
学
総
長
之
ヲ
宣
行
ス
」
と
規
定
さ
れ
た
。
前
述
の
「
参
照
甲
号
　
学
位
条
令

草
案
」
と
比
較
す
る
と
、
大
博
士
の
授
与
に
は
帝
国
大
学
へ
の
「
諮
詢
」
を
経
る
こ
と
や
、
学
士
を
帝
国
大
学
院
の
卒
業
証
明
と
し
て
設

定
し
た
点
に
お
い
て
、
学
位
授
与
手
続
と
帝
国
大
学
と
の
関
係
が
明
確
化
し
た
。

　
さ
ら
に
、
明
治
一
九
年
一
二
月
一
六
日
に
は
、
帝
国
大
学
の
評
議
会
に
お
い
て
「
学
位
令
草
案
ニ
関
シ
評
議
官
意
見
可
申
出
旨
文
部
省

総
務
局
長
ヨ
リ
照
会
ニ
付
議
案
ト
為
シ
之
ヲ
会
議
ニ
）
29
（
付
」
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
草
案
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
学
位
令

の
草
案
は
帝
国
大
学
に
お
い
て
も
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
位
令
を
制
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
漸
く
文
部
省
と

帝
国
大
学
の
間
で
意
見
の
調
整
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
こ
で
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
）
30
（
う
。

勅
令

帝
国
大
学
令
第
四
条
ニ
依
リ
授
与
ス
ル
学
位
ハ
法
学
博
士
、
医
学
博
士
、
工
学
博
士
、
文
学
博
士
、
理
学
博
士
ト
シ
文
部
大
臣
ノ
上
奏
ニ
依
リ
之
ヲ
授

ク大
学
ノ
教
授
ニ
任
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
経
歴
ニ
拠
リ
本
項
ニ
準
シ
テ
学
位
ヲ
授
ク



明治二○年学位令と法学博士

183

　
本
史
料
は
、「
勅
令
」
と
題
し
、
僅
か
二
条
か
ら
成
る
こ
の
草
案
に
は
具
体
的
な
起
草
者
が
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
版
心
に

「
帝
国
大
学
」
の
文
字
が
刷
ら
れ
た
罫
紙
に
記
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
大
学
で
作
成
さ
れ
た
学
位
令
の
草
案
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

当
該
史
料
は
史
料
綴
の
「
従
明
治
二
十
年
至
明
治
二
十
四
年
」
の
部
分
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
学
位
令
の
公
布
が
同
二
○
年
五
月
二
一
日

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
成
さ
れ
た
時
期
は
同
年
一
月
か
ら
五
月
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
帝
国
大
学
令
第
四
条
と
の
関
係
を
明
確
化

し
た
草
案
に
は
、
学
位
令
が
勅
令
と
し
て
発
布
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
博
士
の
分
野
を
帝
国
大
学
分
科
大
学
の
区
分
に
基
づ
き
定
め
て
い

る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
当
該
草
案
が
公
布
さ
れ
た
規
定
に
接
近
し
た
段
階
に
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
学
教
授
の
経
歴

に
対
し
て
も
学
位
が
与
え
ら
れ
る
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
は
学
位
令
に
は
反
映
さ
れ
な
い
が
帝
国
大
学
側
の
学
位
観
を
読
み
解
く
上
で
興
味

深
い
。

　
以
上
の
過
程
を
経
て
明
治
二
○
年
五
月
二
一
日
に
学
位
令
が
発
布
さ
れ
る
。
こ
の
学
位
令
は
文
部
大
臣
が
学
位
授
与
を
行
う
こ
と
を
定

め
、
帝
国
大
学
の
役
割
は
博
士
学
位
の
試
験
や
審
査
を
行
う
こ
と
に
留
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
令
の
公
布
に
伴
い
、
同
年
一
○
月
四
日
に

文
部
省
官
制
が
改
正
さ
）
31
（

れ
、
学
位
に
関
す
る
事
務
は
文
部
省
総
務
局
文
書
課
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
学

位
授
与
権
限
の
重
心
は
文
部
省
に
あ
り
、
学
位
は
最
終
的
に
は
政
府
の
意
向
で
授
与
さ
れ
る
と
い
う
性
質
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
森
は
こ

の
学
位
令
の
目
的
を
「
学
位
令
の
発
布
は
一
は
国
家
の
生
存
社
会
の
秩
序
に
関
し
て
其
要
を
認
め
一
は
学
識
具
備
者
の
為
め
其
要
を
認
め

ら
れ
た
る
に
由
る
な
り
（
決
し
て
外
国
に
学
位
の
制
あ
る
が
故
に
非
ず
亦
本
邦
の
往
時
に
斯
の
如
き
者
あ
り
し
が
故
に
非
ず
）」
と
し
、「
国
家
社
会

に
列
し
其
上
流
に
位
す
る
身
は
後
進
者
に
対
し
て
之
を
受
け
ざ
る
を
得
ざ
）
32
（

る
」
と
表
現
し
た
。
森
に
よ
れ
ば
、
学
位
令
制
定
の
理
由
と
は

海
外
の
制
度
の
模
倣
的
導
入
で
は
な
く
、
国
家
社
会
の
生
存
や
秩
序
に
と
っ
て
必
要
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
帝
国
日
本
」
の
国
際
的

地
位
の
向
上
を
目
指
す
学
術
政
策
の
一
環
と
し
て
の
、
新
し
い
威
信
体
系
を
意
味
し
て
い
）
33
（
た
。
森
に
お
い
て
学
位
は
国
家
へ
の
学
問
的
な

貢
献
を
評
価
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
官
主
導
に
よ
る
学
問
秩
序
形
成
を
図
る
手
段
で
あ
っ
た
。
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三
　
明
治
二
○
年
学
位
令
下
の
法
学
博
士

　
前
章
で
は
近
代
期
日
本
に
お
い
て
初
め
て
博
士
学
位
授
与
の
規
定
を
設
け
た
明
治
二
○
年
の
学
位
令
の
制
定
過
程
を
整
理
し
た
。
当
該

学
位
令
の
制
定
は
、
同
三
一
年
の
学
位
令
（
勅
令
第
三
四
四
号
）
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
博
士
学
位
の
基
本
的
な

枠
組
み
を
定
め
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
法
学
博
士
が
い
か
に
選
出
さ
れ
た
の
か
を
繙
き
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
法
学
博
士
第
一
号
が

誕
生
し
た
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
を
本
章
の
目
的
と
す
る
。

㈠
　
法
学
博
士
授
与
の
顚
末

　
明
治
二
○
年
学
位
令
に
基
づ
く
博
士
た
ち
は
、
彼
ら
に
博
士
学
位
が
授
与
さ
れ
た
年
月
日
を
規
準
と
し
て
、
便
宜
上
四
種
類
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
て
い
）
34
（

る
。
そ
の
う
ち
文
部
大
臣
に
よ
る
学
位
授
与
者
の
推
薦
が
行
わ
れ
た
の
が
、
明
治
二
一
年
五
月
七
日
の
第
一
期
、
同

年
六
月
七
日
の
第
二
期
、
同
二
四
年
八
月
二
四
日
の
第
三
期
で
あ
る
。
そ
の
後
は
明
治
三
一
年
に
学
位
令
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
文
部
大
臣

に
よ
る
博
士
学
位
授
与
者
の
推
薦
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
第
三
期
以
降
明
治
三
一
年
ま
で
の
期
間
を
第
四
期
と
し
て
い
る
。
本
稿
の

以
下
の
叙
述
に
お
い
て
も
、
上
記
の
四
つ
の
区
分
に
従
う
。

1　

第
一
期

―
日
本
初
の
法
学
博
士
誕
生

　
前
述
の
通
り
学
位
令
第
三
条
で
は
、
博
士
学
位
は
大
学
院
に
入
り
定
規
の
試
験
を
経
る
こ
と
で
授
与
さ
れ
る
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た

が
、
明
治
二
○
年
の
大
学
院
規
定
改
正
に
よ
り
学
位
試
験
の
受
験
の
た
め
に
は
五
年
間
の
大
学
院
在
学
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
）
35
（

た
。
そ

の
た
め
、
学
位
令
が
施
行
を
見
て
も
同
令
第
三
条
に
規
定
さ
れ
る
試
験
に
基
づ
く
博
士
号
の
授
与
は
直
ち
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
は
い
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え
、
学
位
令
第
三
条
の
後
段
に
は
大
学
院
に
入
り
定
規
の
試
験
を
経
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
を
持
つ
人
物
を
帝
国
大
学
評
議
会
で
審
議

す
る
と
い
う
方
法
も
示
さ
れ
て
お
り
、
大
学
院
の
卒
業
者
の
登
場
を
待
つ
前
に
こ
の
規
定
に
従
い
博
士
学
位
の
授
与
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
は
学
位
令
細
則
第
三
条
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
部
大
臣
が
大
学
院
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
を
持
つ
と

「
思
慮
」
す
る
人
物
を
、
帝
国
大
学
評
議
会
の
審
議
に
か
け
三
分
の
二
以
上
の
「
是
認
」
を
経
る
こ
と
に
よ
り
文
部
大
臣
か
ら
博
士
の
学

位
が
授
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
規
定
を
前
提
と
し
て
、
明
治
二
一
年
三
月
一
三
日
付
で
文
部
大
臣
森
有
礼
よ
り
帝
国
大
学
総
長
渡
辺
洪
）
36
（
基
宛
に
以
下
の
通
達
が

あ
っ
）
37
（

た
。

別
記
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
各
儀
ハ
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
思
考
シ
別
記
朱
書
之
通
学
位
ヲ
授
与
可

致
見
込
ニ
付
至
急
学
位
令
第
三
条
ニ
依
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ノ
議
ニ
相
附
シ
候
也

　
続
け
て
「
追
テ
本
文
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
履
歴
之
儀
ハ
其
学
ニ
於
テ
概
子
承
知
致
居
候
儀
ト
思
考
候
ニ
付
別
段
添
附
不
致
候
」
と

記
さ
れ
、
法
学
、
医
学
、
工
学
、
文
学
、
理
学
の
五
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
名
ず
つ
計
二
五
名
の
博
士
候
補
者
が
列
記
さ
れ
た
。
法
学
博

士
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
人
物
は
細
川
潤
次
郎
、
鶴
田
皓
、
箕
作
麟
祥
、
穂
積
陳
重
、
鳩
山
和
夫
の
五
名
で
あ
っ
）
38
（

た
。

　
氏
名
の
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
叙
位
、
叙
勲
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
森
の
言
う
通
り
も
は
や
改
め
て
履
歴
を
問
う
必
要
が
な
い
ほ
ど
に
周
知

の
人
物
が
推
薦
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
候
補
を
受
け
て
帝
国
大
学
評
議
会
は
同
年
三
月
一
九
日
に
審
議
を
行
っ
）
39
（

た
。
明
治
二
一
年
当
時
の
帝
国
大
学
評
議
会
を
構
成

し
て
い
た
メ
ン
バ
）
40
（
ー
は
、
法
科
大
学
の
木
下
広
次
、
鳩
山
和
夫
、
医
科
大
学
の
三
宅
秀
、
大
沢
謙
二
、
工
科
大
学
の
古
市
公
威
、
辰
野
金

吾
、
文
科
大
学
の
外
山
正
一
、
理
科
大
学
の
菊
池
大
麓
、
矢
田
部
良
吉
で
あ
っ
た
。
文
科
大
学
に
所
属
し
て
い
た
者
は
一
名
で
あ
る
が
、
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他
の
各
分
科
大
学
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
が
出
向
い
て
い
）
41
（
た
。
最
終
的
な
票
決
は
評
議
官
一
人
に
つ
き
一
票
を
持
ち
、「
否
」、「
可
」、

「
中
立
」
の
い
ず
れ
か
の
票
を
被
推
薦
者
に
投
じ
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
評
議
会
記
録
』
に
は
そ
の
票
決
の
結
果
が

人
物
名
の
横
に
記
号
を
付
す
形
で
示
さ
れ
て
い
）
42
（
る
。
以
下
、
法
学
博
士
候
補
の
票
決
結
果
で
あ
る
。

文
部
大
臣
ノ
諮
詢
ニ
係
ル
博
士
ノ
学
位
授
与
ノ
件

　
其
可
否
ヲ
会
議
ニ
問
フ
ニ

従
三
位
勲
二
等
　
細
川
潤
次
郎
　
　
従
三
位
勲
二
等
　
鶴 

田 

皓 

従
三
位
勲
二
等
　
箕
作
麟
祥
　
　 

正
六
位
　
穂
積
陳
重 

従
五
位
　
鳩
山
和
夫

右
法
学
博
士

（
中
略
）

●
ハ
否
　
○
ハ
可
　
△
ハ
中
立

　
右
図
を
解
説
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、
鳩
山
和
夫
お
よ
び
穂
積
陳
重
の
二
名
は
、
評
議
官
全
員
か
ら
「
可
」
の
票
が
投
じ

ら
れ
可
決
さ
れ
）
43
（

た
。
一
方
で
、
細
川
、
鶴
田
お
よ
び
箕
作
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
票
が
割
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
細
川
は
可
一
、
否
五
、

中
立
三
、
鶴
田
は
可
と
す
る
票
が
な
く
、
否
四
、
中
立
五
、
箕
作
は
可
二
、
否
三
、
中
立
四
と
な
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
可
決
さ
れ
る
条

件
は
三
分
の
二
以
上
の
「
是
認
」
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
中
立
票
は
実
質
的
に
は
否
票
に
準
ず
る
扱
い
に
さ
れ
た
と
見
え
、
細
川
、
鶴
田
、

箕
作
の
三
人
は
否
決
と
な
っ
た
。
前
述
の
通
り
帝
国
大
学
評
議
会
で
は
各
分
科
大
学
の
評
議
官
が
票
決
を
行
っ
て
お
り
、
法
学
博
士
候
補

に
対
し
て
、
法
学
を
専
門
と
し
な
い
評
議
官
た
ち
も
投
票
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
識
の
判
断
の
指
標
と
な
る
べ
き
要

●
●
△
●
△
△
〇
●
●

△
●
△
●
△
△
△
●
●

△
●
〇
●
〇
△
△
●
△

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
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件
は
学
位
令
や
同
細
則
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
三
人
の
博
士
候
補
を
「
否
」
と
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
こ
の
結
果
を
導
い
た
要
因
を
種
々
の
背
景
的
事
実
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
推
察
し
て
み
よ
う
。

　
彼
ら
を
お
互
い
に
差
別
化
す
る
要
素
と
し
て
、
ま
ず
世
代
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
一
年
当
時
、
穂
積
と
鳩
山
は
共
に
三
○

代
前
半
で
あ
っ
た
が
、
箕
作
は
四
○
代
、
細
川
と
鶴
田
に
至
っ
て
は
五
○
代
と
年
齢
に
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
年
齢
の
差
異

は
、
学
問
的
研
鑽
を
積
ん
だ
時
期
に
関
わ
る
。
と
り
わ
け
幕
末
期
に
「
洋
学
」
と
し
て
学
ん
だ
者
と
、
明
治
期
に
入
り
、
直
接
に
外
国
人

教
師
や
留
学
か
ら
学
ん
だ
者
と
で
は
、
そ
の
専
門
的
知
識
に
お
け
る
質
や
方
法
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
こ
に
は
明
ら

か
に
世
代
に
よ
る
隔
た
り
が
あ
）
44
（

る
。
例
え
ば
、
後
に
法
学
博
士
を
取
得
す
る
帝
国
大
学
教
授
の
梅
謙
次
郎
は
箕
作
麟
祥
と
の
関
係
に
つ
い

て
、「
私
と
箕
作
君
と
の
関
係
は
、
明
治
二
十
三
年
が
初
め
て
で
、
時
代
が
違
っ
て
お
り
ま
し
て
、
丁
度
、
箕
作
君
の
弟
子
ど
も
が
、
私

の
先
生
に
当
る
の
で
あ
り
ま
し
た）
45
（

。」
と
回
顧
し
、
そ
の
世
代
の
違
い
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、
帝
国
大
学
の
教
授
た

ち
は
、
そ
う
し
た
年
長
の
学
者
に
対
し
、
必
ず
し
も
良
い
評
価
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
。
磯
部
四
郎
は
「
同
じ
委
員
仲
間
の
大
学
の
腐
れ

教
授
な
ど
が
、
青
二
才
の
く
せ
に
、
自
分
が
、
大
学
教
授
だ
と
か
、
何
だ
と
か
云
う
の
で
、
生
意
気
に
、
箕
作
先
生
の
事
を
、
同
等
の
言

葉
を
使
っ
て
、『
箕
作
君
』
と
か
、
何
と
か
言
っ
て
居
た
、
我
々
は
、
常
に
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
先
輩
を
蔑
視
す
る
奴
だ
と
思
っ
）
46
（
た
。」
と

述
べ
る
。
残
念
な
が
ら
帝
国
大
学
評
議
会
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
審
議
が
為
さ
れ
た
か
は
資
料
的
な
制
約
か
ら
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
箕
作
先
生
」
と
も
い
え
る
よ
う
な
先
輩
を
軽
視
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
当
時
の
帝
国
大
学
は
、
五
名
の
う
ち
特
に
年

齢
が
高
い
細
川
、
鶴
田
、
箕
作
の
三
人
に
は
学
位
を
認
め
難
い
と
の
印
象
を
形
成
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
帝
国
大
学
評
議
会
で
の
票
決
に
森
は
不
満
を
覚
え
、
三
月
二
二
日
付
で
帝
国
大
学
総
長
に
「
別
記
細
川
潤
次
郎
外
十
名
儀
ハ

大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
思
考
候
ニ
付
朱
書
之
通
学
位
授
与
之
儀
至
急
帝
国
大
学
評
議
会

ノ
再
議
ニ
相
附
シ
候
也
」
と
、
否
決
さ
れ
た
博
士
候
補
の
再
審
議
を
要
求
）
47
（

し
、
同
二
六
日
の
帝
国
大
学
評
議
会
で
法
学
博
士
候
補
に
つ
い

て
は
細
川
、
鶴
田
、
箕
作
の
三
人
が
再
審
議
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
日
は
議
長
の
帝
国
大
学
総
長
、
評
議
官
九
名
、
書
記
官
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一
名
に
加
え
文
部
大
臣
と
文
部
次
官
が
臨
席
し
、
文
部
省
に
お
い
て
開
会
す
る
異
例
の
帝
国
大
学
評
議
会
で
あ
っ
）
48
（
た
。
森
は
再
議
に
際
し

演
述
を
行
い
、
候
補
者
の
選
出
に
つ
い
て
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
）
49
（

た
。

　
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
与
ス
ル
者
ハ
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ト
右
ニ
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
二
種
ア
リ
テ
、
同
等
以

上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
ト
思
考
ス
ル
モ
ノ
ヽ
内
、
東
京
大
学
又
ハ
帝
国
大
学
ノ
正
則
ニ
拠
リ
学
問
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
外
国
大
学
ノ
正
科
履
践
シ
タ

ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
ハ
維
新
前
本
邦
未
タ
学
則
ノ
備
ハ
ラ
サ
ル
時
代
ニ
在
リ
テ
、
昌
平
黌
及
蕃
書
調
所
又
ハ
私
塾
等
ニ
於
テ
修
学
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
其

学
問
ノ
種
類
方
法
規
則
相
異
ナ
リ
ト
雖
モ
学
力
ニ
於
テ
ハ
何
ソ
異
ナ
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
、
況
ン
ヤ
学
者
ノ
来
歴
ヲ
閲
ミ
ス
ル
ニ
古
風
ノ
学
者
ト
今
日
ノ
正

則
学
者
ト
ノ
間
ニ
瞭
然
一
界
線
ヲ
画
ス
ル
ハ
、
頗
ル
難
事
ニ
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
、
加
之
維
新
前
ヨ
リ
学
問
ヲ
為
シ
タ
ル
人
ハ

殊
ニ
尊
重
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス

　
森
は
「
維
新
前
本
邦
未
タ
学
則
ノ
備
ハ
ラ
サ
ル
時
代
ニ
在
リ
テ
、
昌
平
黌
及
蕃
書
調
所
又
ハ
私
塾
等
ニ
於
テ
修
学
シ
タ
ル
モ
ノ
」
に
も

学
者
と
し
て
の
功
績
を
認
め
、
学
力
に
お
い
て
差
異
は
な
い
と
述
べ
た
。
そ
も
そ
も
森
は
博
士
候
補
の
選
出
目
的
を
、
最
高
の
国
家
的
功

績
を
残
し
た
大
博
士
を
選
出
す
る
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
維
新
前
ヨ
リ
学
問
ヲ
為
シ
」、
明
治
国
家
の
建

設
に
尽
力
し
て
き
た
「
古
風
ノ
学
者
」
に
博
士
学
位
を
与
え
る
こ
と
に
む
し
ろ
積
極
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
帝
国
大

学
評
議
会
で
、「
古
風
ノ
学
者
」
と
も
言
わ
れ
る
世
代
の
学
者
が
排
除
さ
れ
、
偏
っ
た
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
不
満
を
覚
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
森
の
熱
演
を
受
け
た
評
議
官
た
ち
に
よ
る
再
票
決
の
結
果
は
、
箕
作
に
つ
い
て
は
可
六
票
、
否
三
票
で
条
件
を
満
た
し
て

可
決
と
な
っ
た
が
、
細
川
、
鶴
田
は
に
共
に
可
二
票
、
否
七
票
と
厳
し
い
判
断
が
変
わ
る
こ
と
な
く
下
さ
れ
た
。

　
こ
の
再
審
議
の
結
果
は
四
月
九
日
付
で
帝
国
大
学
総
長
よ
り
森
へ
伝
え
ら
れ
）
50
（
た
。
森
は
そ
れ
以
上
の
再
議
を
求
め
ず
、
そ
の
三
日
後
に

補
欠
候
補
と
し
て
新
た
に
田
尻
稲
次
郎
と
菊
池
武
夫
を
帝
国
大
学
へ
伝
え
、
同
月
二
三
日
開
会
の
評
議
会
で
票
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
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な
っ
）
51
（
た
。
田
尻
、
菊
池
は
共
に
可
九
票
、
否
〇
票
の
全
員
一
致
で
可
決
さ
）
52
（
れ
、
同
日
総
長
よ
り
上
記
二
名
が
三
分
の
二
以
上
の
是
認
を
得

て
可
決
さ
れ
た
こ
と
が
文
部
大
臣
へ
伝
え
ら
れ
）
53
（

た
。
か
く
し
て
選
出
さ
れ
た
穂
積
陳
重
、
鳩
山
和
夫
、
箕
作
麟
祥
、
田
尻
稲
次
郎
、
菊
池

武
夫
の
五
名
が
明
治
二
一
年
五
月
七
日
付
で
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
）
54
（
れ
、
彼
ら
は
近
代
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
法
学
博
士
と
な
っ

た
。

　
再
議
の
結
果
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
箕
作
を
除
く
四
名
は
す
べ
て
、
帝
国
大
学
評
議
会
に
お
い
て
一
人
の
反
対
も
な
く
博
士
と
し
て
適

格
で
あ
る
と
票
決
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
博
士
の
学
位
を
授
け
る
べ
き
「
規
準
」
に
つ
い
て
は
文
部
大
臣
森
有
礼
と
帝
国
大

学
評
議
会
と
の
間
に
随
分
と
開
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
学
位
令
細
則
第
三
条
の
定
め
で
は
、
最
終
的
に
学
位
を
授
与
す
る
権
限

者
を
文
部
大
臣
と
す
る
が
、
実
際
に
は
帝
国
大
学
評
議
会
に
お
け
る
審
議
が
極
め
て
重
要
な
機
能
を
担
っ
た
の
で
あ
）
55
（
る
。

2　

第
二
期

―
博
士
会
議
の
開
催
と
大
博
士
問
題

　
第
一
期
の
博
士
学
位
授
与
の
後
、
間
を
開
け
ず
に
第
二
期
の
学
位
授
与
者
の
選
出
が
始
ま
っ
た
。
明
治
二
一
年
五
月
一
九
日
、
森
有
礼

は
再
び
博
士
候
補
者
を
各
分
野
か
ら
五
名
ず
つ
、
合
計
し
て
二
五
名
を
挙
げ
、
帝
国
大
学
総
長
へ
と
伝
え
た
。
そ
の
う
ち
法
学
博
士
に
限

り
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
木
下
広
次
、
井
上
正
一
、
熊
野
敏
三
、
岡
村
輝
彦
、
富
井
政
章
の
五
名
と
な
）
56
（

る
。

　
同
年
五
月
二
八
日
の
帝
国
大
学
評
議
会
で
「
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
与
ス
ヘ
キ
件
文
部
大
臣
ノ
諮
詢
ニ
付
会
議
ニ
附
ス
ル
ニ
全
員
ノ
是
認
ヲ

以
テ
之
ヲ
可
）
57
（

決
」
す
る
に
至
り
、
同
月
二
九
日
付
で
総
長
よ
り
文
部
大
臣
へ
「
木
下
広
次
外
二
十
四
名
ヘ
別
紙
之
通
学
位
授
与
之
儀
本
学

評
議
会
之
議
ニ
被
附
候
処
評
議
官
全
数
之
是
認
ヲ
経
候
ニ
付
此
段
具
申
候
也
」
と
回
答
が
あ
っ
）
58
（

た
。
二
五
名
に
は
同
年
六
月
七
日
付
で
学

位
が
授
与
さ
れ
）
59
（
た
。

　
文
部
大
臣
が
提
示
し
た
第
二
期
の
博
士
候
補
た
ち
は
、
一
人
も
帝
国
大
学
評
議
会
で
否
決
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
第
一
期
の
時
よ
り
も
短
期

間
で
博
士
学
位
の
授
与
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
大
博
士
の
学
位
授
与
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
大
博
士
の
学
位
授
与
に
は
、
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文
部
大
臣
推
薦
の
人
物
を
「
博
士
ノ
会
議
」
に
付
し
、
出
席
博
士
三
分
の
二
以
上
の
「
是
認
」
を
必
要
と
し
て
お
り
（
学
位
令
細
則
第
六

条
）、
同
年
五
月
八
日
付
の
官
報
に
は
す
で
に
「
来
ル
六
月
十
一
日
午
後
一
時
ヨ
リ
文
部
省
ニ
於
テ
博
士
ノ
会
議
ヲ
開
）
60
（

ク
」
こ
と
が
予
告

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
博
士
学
位
選
考
母
体
と
し
て
の
「
博
士
ノ
会
議
」
の
構
成
員
を
早
急
に
確
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

こ
に
は
文
部
大
臣
の
推
薦
者
と
帝
国
大
学
評
議
会
と
が
学
位
授
与
者
決
定
の
承
認
に
お
い
て
一
致
し
た
の
で
あ
）
61
（
る
。

　
同
年
六
月
一
一
日
、
予
告
通
り
第
一
回
目
と
な
る
博
士
会
議
が
開
催
さ
）
62
（

れ
、
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
で
選
ば
れ
た
五
○
人
の
博
士
た
ち

は
、
こ
の
博
士
会
議
に
お
い
て
大
博
士
の
学
位
授
与
者
の
選
定
に
臨
ん
だ
。
第
二
期
ま
で
に
博
士
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
が
各
分
野
か
ら

均
等
に
一
○
人
ず
つ
、
計
五
○
人
の
定
数
と
な
っ
た
の
は
、
大
博
士
の
選
出
を
公
平
に
行
う
た
め
で
あ
っ
た
と
の
推
察
も
許
さ
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
一
回
の
博
士
会
議
に
お
い
て
大
博
士
は
、
そ
の
該
当
者
の
選
出
が
つ
い
に
果
た
さ
れ
ず
、
そ
の
後
も
大
博
士
と
い
う
学

位
が
授
与
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
結
果
と
し
て
大
博
士
の
規
定
は
空
文
化
し
、
学
位
令

に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
学
位
は
博
士
の
み
と
な
っ
た
。

3　

第
三
期
・
第
四
期

―
難
航
す
る
審
議

　
第
二
期
の
博
士
学
位
が
授
与
さ
れ
た
後
、
第
三
期
の
法
学
博
士
候
補
が
提
示
さ
れ
た
の
は
約
三
年
後
の
明
治
二
四
年
で
あ
っ
た
。
第
三

期
の
博
士
学
位
授
与
は
同
年
八
月
二
四
日
付
で
行
わ
れ
た
が
、
文
部
大
臣
か
ら
帝
国
大
学
総
長
へ
の
博
士
候
補
推
薦
の
通
達
は
四
回
を
数

え
る
。

　
ま
ず
、
明
治
二
四
年
一
月
一
三
日
文
部
大
臣
芳
川
顕
正
よ
り
帝
国
大
学
総
長
加
藤
弘
之
へ
「
別
記
和
田
垣
謙
三
外
三
十
四
名
儀
ハ
大
学

院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
思
考
シ
朱
書
之
通
学
位
授
与
可
致
見
込
ニ
付
学
位
令
第
三
条
ニ
依
リ
帝

国
大
学
評
議
会
ノ
議
ニ
付
ス
」
と
通
達
が
な
さ
れ
た
。
法
学
博
士
と
し
て
は
和
田
垣
謙
三
、
末
岡
精
一
、
宮
崎
道
三
郎
、
岸
本
辰
雄
、
宮
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城
浩
蔵
、
増
島
六
一
郎
が
列
挙
さ
れ
）
63
（
た
。

　
帝
国
大
学
評
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
博
士
候
補
に
つ
い
て
明
治
二
四
年
一
月
二
三
日
、
同
二
七
日
、
二
月
三
日
、
同
六
日
の
計

四
回
に
亘
り
審
議
さ
れ
た
形
跡
が
見
え
る
も
の
の
、
二
月
六
日
に
「
博
士
ノ
件
　
遂
ニ
議
決
ス
」
と
一
応
の
決
着
が
つ
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
）
64
（
る
の
み
で
、
票
決
の
具
体
的
な
経
緯
等
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
博
士
の
件
は
議
決
し
た
が
、
学
位
授
与
は
す
ぐ
に
行
わ
れ
ず
、
続

い
て
二
月
一
七
日
の
評
議
会
に
お
い
て
、「
法
学
博
士
三
名
更
ニ
文
部
省
ヘ
申
立
ノ
）
65
（

事
」
が
可
決
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
法
学
博
士
ノ
学
位

授
与
ス
ヘ
キ
モ
ノ
更
ニ
三
名
ヲ
文
部
大
臣
ニ
内
申
ス
ル
コ
）
66
（
ト
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
文
部
大
臣
に
一
任
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
博
士
候
補
者

の
推
薦
が
、
帝
国
大
学
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
四
月
一
七
日
、
新
た
に
三
八
名
の
博
士
候
補
が
文
部

大
臣
よ
り
帝
国
大
学
総
長
へ
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
法
学
博
士
候
補
は
穂
積
八
束
、
梅
謙
次
郎
、
山
脇
玄
、
磯
部
四
郎
、
金
子
堅
太
郎
、

栗
塚
省
吾
、
本
多
康
直
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
同
日
付
で
用
紙
が
改
め
ら
れ
、
更
な
る
二
一
名
の
博
士
候
補
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
法
学
博
士
候
補
と

し
て
細
川
潤
次
郎
と
津
田
真
道
の
名
が
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
、
第
一
期
に
お
い
て
法
学
博
士
の
候
補
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
選
に
漏
れ
た
細
川
の
名
も
再
び
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

日
に
二
度
に
分
け
て
候
補
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
先
に
推
薦
さ
れ
た
七
人
に
つ
い
て
は
明
治
期
以
降

に
東
京
大
学
や
司
法
省
法
学
校
ま
た
は
海
外
の
大
学
で
修
業
し
た
比
較
的
若
い
世
代
に
属
し
て
い
る
の
に
対
し
、
細
川
と
津
田
に
つ
い
て

は
明
治
維
新
期
以
前
に
学
問
的
研
鑽
を
積
ん
だ
年
齢
の
高
い
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
部
大
臣

芳
川
は
森
有
礼
同
様
い
わ
ゆ
る
「
古
風
ノ
学
者
」
へ
の
学
位
授
与
に
も
抵
抗
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
に
伝
え
ら
れ
た
候
補

者
た
ち
に
対
す
る
審
議
は
帝
国
大
学
評
議
会
で
四
月
二
一
日
、
同
二
八
日
、
五
月
五
日
、
同
二
六
日
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
五
月
五

日
の
段
階
で
「
未
定
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
、
五
月
二
六
日
に
お
い
て
も
「
未
定
」
の
ま
ま
と
さ
れ
）
67
（

た
。
第
二
期
ま
で
と
比
し
て
審
議
の
回

数
が
格
段
に
多
い
の
は
、
法
学
を
専
門
と
し
な
い
評
議
官
も
審
査
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
評
議
会
に
お
い
て
大
量
の
博
士
候
補
者
を
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選
定
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
文
部
大
臣
が
大
木
喬
任
に
代
わ
っ
た
同
年
八
月
三
日
、
大
木
は
帝
国
大
学
総
長
へ
と
「
本
年
一
月
及
四
月
中
学
位
授
与
ノ
見

込
ノ
者
ニ
付
帝
国
大
学
評
議
会
ノ
議
ニ
付
シ
置
候
処
別
記
土
方
寧
外
三
名
ハ
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
ト
同
等
以
上
ノ
学

力
ア
リ
ト
思
考
シ
朱
書
之
通
学
位
授
与
可
致
見
込
ニ
付
学
位
令
第
三
条
ニ
依
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ノ
議
ニ
付
ス
」
と
さ
ら
に
新
た
な
博
士

候
補
を
伝
え
、
そ
の
中
で
は
法
学
博
士
候
補
と
し
て
土
方
寧
、
金
井
延
の
二
名
が
挙
げ
ら
れ
）
68
（

た
。
加
え
て
大
木
は
、「
追
テ
本
議
ハ
先
キ

ニ
会
議
ニ
付
シ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
併
セ
テ
速
ニ
答
申
有
之
度
」
と
、
四
月
二
一
日
か
ら
五
月
二
六
日
に
か
け
て
評
議
会
の
議
題
と
な
る
上

述
の
「
未
定
」
と
さ
れ
て
い
た
候
補
者
の
審
議
を
せ
か
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。

　
こ
れ
を
受
け
た
帝
国
大
学
評
議
会
は
、
同
日
中
に
審
議
を
行
い
、「
曩
ニ
再
三
討
議
セ
シ
学
位
博
士
授
与
ノ
件
」
を
議
決
）
69
（
し
、
明
治
二

四
年
八
月
五
日
、
帝
国
大
学
総
長
加
藤
弘
之
か
ら
次
の
よ
う
な
結
果
の
返
答
が
あ
っ
）
70
（

た
。

　
和
田
垣
謙
三
以
下
九
十
八
名
ハ
博
士
ノ
学
位
授
与
可
相
成
ニ
付
評
議
会
ノ
議
ニ
附
セ
ラ
レ
候
処
右
ノ
別
記
二
十
九
名
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
大
学
院
ニ
入
リ

定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ア
リ
ト
評
議
官
ニ
於
テ
是
認
致
候
条
此
段
復
申
候
也

　
ま
ず
、「
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
」
が
な
い

0

0

と
し
て
別
記
さ
れ
た
二
九
名
の
う
ち
、
法
学
博

士
の
候
補
と
さ
れ
て
い
た
人
物
は
磯
部
四
郎
、
金
子
堅
太
郎
、
栗
塚
省
吾
、
本
多
康
直
、
細
川
潤
次
郎
、
津
田
真
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
他

の
法
学
博
士
候
補
者
は
和
田
垣
謙
三
、
末
岡
精
一
、
宮
崎
道
三
郎
、
岸
本
辰
雄
、
宮
城
浩
蔵
、
増
島
六
一
郎
、
穂
積
八
束
、
梅
謙
次
郎
、

山
脇
玄
、
金
井
延
、
土
方
寧
で
あ
り
、
こ
の
限
り
で
は
彼
ら
全
員
に
法
学
博
士
の
学
位
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
帝
国
大
学
総
長
加
藤
弘
之
は
八
月
一
四
日
付
で
以
下
の
上
申
を
行
）
71
（
う
。
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去
五
日
博
士
之
学
位
授
与
之
御
下
問
ニ
対
シ
評
議
会
ニ
於
テ
磯
部
四
郎
初
筆
二
十
九
名
ヲ
除
ク
ノ
外
可
決
之
旨
上
申
候
処
宮
城
浩
蔵
岸
本
辰
雄
山
脇

玄
之
三
名
モ
否
決
之
内
ニ
加
ヘ
可
申
ヲ
誤
テ
可
決
之
内
ニ
入
レ
候
段
粗
漏
ニ
渉
リ
恐
縮
ノ
至
ニ
有
之
候
仍
而
此
段
更
ニ
申
上
候
也

　
加
藤
の
上
申
が
な
さ
れ
た
一
○
日
後
に
第
三
期
の
博
士
学
位
授
与
が
行
わ
れ
た
）
72
（

が
、
そ
こ
に
右
引
用
文
に
現
れ
た
宮
城
、
岸
本
、
山
脇

の
三
名
の
名
前
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
行
わ
れ
た
第
三
期
の
学
位
選
出
の
特
徴
と
し
て
、
博
士
の
定
数
制
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

前
述
の
通
り
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
の
博
士
に
は
、
大
博
士
の
選
出
を
行
う
博
士
会
議
の
母
体
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学
位
が
授
与

さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
人
数
も
定
数
枠
が
予
め
存
し
た
如
く
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
博
士
学
位
の
選
出
は
行
わ
れ
ず
、
も
は

や
分
野
ご
と
に
博
士
の
数
を
均
衡
す
る
よ
う
に
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
法
学
博
士
候

補
一
七
名
中
の
半
数
以
上
も
の
九
名
を
帝
国
大
学
側
で
否
決
と
し
た
こ
と
か
ら
は
、
学
位
授
与
制
度
に
対
す
る
帝
国
大
学
の
よ
り
積
極
的

で
主
体
的
な
関
与
の
実
態
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
四
期
に
お
い
て
は
、
明
治
二
六
年
五
月
二
四
日
付
で
外
務
省
翻
訳
官
で
あ
っ
た
本
野
一
郎
に
法
学
博
士
が
授
与
さ
れ
た
。
本
野
は
明

治
二
〇
年
学
位
令
下
に
お
い
て
唯
一
の
学
位
論
文
に
よ
る
法
学
博
士
で
あ
っ
）
73
（
た
。

㈡
　
帝
国
大
学
に
よ
る
法
学
博
士
授
与
の
資
格
標
準

　
上
述
の
通
り
、
第
一
期
の
博
士
候
補
の
選
出
は
文
部
大
臣
に
よ
っ
て
「
大
学
院
ニ
入
リ
定
規
ノ
試
験
ヲ
経
タ
ル
者
」
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
然
な
が
ら
そ
の
規
準
と
な
る
大
学
院
の
課
程
を
経
て
学
位
を
取
得
し
た
人
物
は
誰

一
人
と
し
て
存
在
し
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
学
院
修
了
と
同
等
以
上
の
学
力
と
い
う
規
準
の
内
実
は
、
文
部
大
臣
と
帝
国

大
学
の
「
是
認
」
を
経
た
博
士
た
ち
と
い
う
「
博
士
像
」
に
よ
る
他
は
な
か
っ
た
。
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留学先 西洋諸国での学位、称号
帝国大学教授

（明治19～25年度まで）
候補時の主な役職

（帝国大学教授を除く）
仏 元老院議官
英、独 法廷弁護士（ミドルテンプル） ○
米 法学博士（イェール大学） ○ 外務省取調局長、外務省翻訳局長
米 文学士（イェール大学） ○ 大蔵省国債局長
米 法学士（ボストン大学） 司法大臣官房秘書官

元老院議官
仏 元老院議官
仏 法学博士（リヨン大学） ○
仏 法学博士（パリ大学） 司法省参事官
仏 法学博士（ディジョン大学） 司法省参事官
英 法廷弁護士（ミドルテンプル） 横浜始審裁判所長
仏 法学士（パリ大学） ○
英、独 ○
独、墺 ○
独 ○
独 ○
仏、独 法学博士（リヨン大学） ○ 農商務省参事官
英 法廷弁護士（ミドルテンプル） 代言人
英 法廷弁護士（ミドルテンプル） ○
独、英 ○
仏 法学士（パリ大学） 大審院判事
仏 法学士（リヨン大学） 衆議院議員
独 哲学博士（ハイデルベルク大学） 内閣法制局主管
仏 法学士（パリ大学） 大審院判事
米 法学士（ハーバード大学） 貴族院書記官長
仏 法学士（パリ大学） 大審院判事
独 法学博士（ゲッティンゲン大学） 司法省参事官
蘭 衆議院議副議長
仏 法学博士（リヨン大学） 外務省翻訳官
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表 1：明治 20 年学位令下での法学博士候補

期 氏名 生年（西暦）
候補の時の
年齢

明治20年学位令下
での学位授与　　

出身校

Ⅰ

箕作麟祥 弘化 3（1846） 42 明治21年 5 月 7 日 蕃書調所
穂積陳重 安政 2（1855） 33 明治21年 5 月 7 日 開成学校
鳩山和夫 安政 3（1856） 32 明治21年 5 月 7 日 開成学校
田尻稲次郎 嘉衛 3（1850） 38 明治21年 5 月 7 日 慶應義塾、開成学校
菊池武夫 嘉衛 7（1854） 34 明治21年 5 月 7 日 開成学校
細川潤次郎 天保 5（1834） 54 × （蘭学、英語など修業）
鶴田皓 天保 6（1835） 53 × 木下犀潭塾（律学）

Ⅱ

富井政章 安政 5（1858） 30 明治21年 6 月 7 日 東京外国語学校
熊野敏三 安政元（1854） 34 明治21年 6 月 7 日 司法省法学校（法律学士）
井上正一 嘉衛 3（1850） 38 明治21年 6 月 7 日 司法省法学校（法律学士）
岡村輝彦 安政 2（1855） 33 明治21年 6 月 7 日 開成学校
木下広次 嘉衛 4（1851） 37 明治21年 6 月 7 日 司法省法学校（法律学士）

Ⅲ

和田垣謙三 万延元（1860） 31 明治24年 8 月24日 東京大学（文学士）
末岡精一 安政 2（1855） 36 明治24年 8 月24日 東京大学（文学士）
宮崎道三郎 安政 2（1855） 36 明治24年 8 月24日 東京大学（法学士）
穂積八束 万延元（1860） 31 明治24年 8 月24日 東京大学（文学士）
梅謙次郎 万延元（1860） 31 明治24年 8 月24日 司法省法学校（法律学士）
増島六一郎 安政 4（1857） 34 明治24年 8 月24日 東京大学（法学士）
土方寧 安政 6（1859） 32 明治24年 8 月24日 東京大学（法学士）
金井延 慶応元（1865） 26 明治24年 8 月24日 東京大学（文学士）
岸本辰雄 嘉衛 5（1852） 39 × 司法省法学校（法律学士）
宮城浩蔵 嘉衛 5（1852） 39 × 司法省法学校（法律学士）
山脇玄 嘉衛 2（1849） 42 × 大学東校
磯部四郎 嘉衛 4（1851） 40 × 司法省法学校（法律学士）
金子堅太郎 嘉衛 6（1853） 38 × 藩校修猷館
栗塚省吾 嘉衛 6（1853） 38 × 司法省法学校（法律学士）
本多康直 安政 3（1856） 35 ×
津田真道 文政12（1829） 62 × 象先堂（蘭学）

Ⅳ 本野一郎 文久 2（1862） 31 明治26年 5 月24日 東京外国語学校
※明治20年学位令下で法学博士授与の候補となった人物の生年や出身校といった情報を整理した。
※学位授与欄において博士学位授与候補となりながら、学位を授与されなかった場合には×を記した。
※二期以上に亘って候補となった人物は、初めて候補となった期のみに記し、二度目以降は省略した。
※ 人物のプロフィールについては井関九郎『大日本博士録 第一巻』発展社、1922年、大植四郎（編）『明
治過去帳』東京美術、1971年、上田正昭・西沢潤一・平山郁夫・三浦朱門（監修）『講談社日本人名大
辞典』講談社、2001年を典拠とした。
※帝国大学教授経験の有無については、『帝国大学一覧』明治19年－明治26年を典拠として作成。
※ 官職については『改正官員録』明治21年甲 5月、明治21年甲 6月、明治24年甲 6月、明治26年甲 5月を
典拠とした。
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明
治
二
○
年
学
位
令
下
で
の
法
学
博
士
候
補
の
簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
表
１
に
掲
げ
た
。
以
下
、
博
士
学
位
を
授
与
さ
れ
た
法
学
者

の
学
識
、
事
蹟
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
彼
ら
が
「
法
学
博
士
」
と
「
是
認
」
さ
れ
た
背
景
的
事
情
を
再
現
し
て
み
よ
う
。

1　

学
識
と
功
績

　
ま
ず
、
第
一
期
に
選
ば
れ
た
五
人
の
法
学
博
士
た
ち
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
表
１
に
示
さ
れ
る
通
り
彼
ら
の
経
歴
の
共
通
点
は
、
再
議

で
選
ば
れ
た
箕
作
を
除
き
、
開
成
学
校
出
身
で
英
米
に
留
学
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
英
米
に
留
学
し
た
者
た
ち
は
、
海

外
で
課
程
を
修
了
し
、
学
位
も
し
く
は
称
号
を
獲
得
し
て
い
る
点
に
も
注
目
で
き
る
。
ま
た
、
帝
国
大
学
評
議
会
に
お
い
て
全
員
一
致
の

票
決
を
獲
得
し
、
最
も
早
く
学
位
授
与
が
決
定
し
た
穂
積
陳
重
、
鳩
山
和
夫
に
つ
い
て
は
法
科
大
学
教
授
の
地
位
が
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど

学
位
令
に
は
、
帝
国
大
学
の
教
授
に
博
士
学
位
を
与
え
る
と
い
う
規
定
は
残
ら
な
か
っ
た
が
、
学
位
授
与
に
関
る
機
関
の
教
授
が
学
位
保

持
者
で
あ
る
こ
と
は
、
帝
国
大
学
に
と
っ
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
そ
の
一
方
で
当
初
学
位
を
授
与
さ
れ
る
べ
き
で

な
い
と
判
断
さ
れ
た
箕
作
麟
祥
は
そ
の
意
味
で
は
例
外
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
箕
作
は
細
川
、
鶴
田
と
同
じ
く
い
わ
ゆ
る
「
古
風
ノ
学

者
」
と
看
做
さ
れ
て
い
た
が
、
再
議
を
要
し
て
ま
で
、
帝
国
大
学
か
ら
箕
作
の
み
が
学
位
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
如
何
な
る
要
因
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
箕
作
は
幼
少
期
よ
り
蘭
学
や
英
学
に
触
れ
、
洋
書
の
翻
訳
を
任
務
と
し
た
蕃
書
調
所
で
修
業
し
、
翻
訳
を
通
し
て
西
洋
の
学
問
を
修
学

し
て
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
箕
作
に
は
特
筆
す
べ
き
業
績
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
五
法
典
と
憲
法
を

翻
訳
し
、『
仏
蘭
西
法
律
書
』
と
し
て
出
版
し
た
こ
と
で
あ
）
74
（

る
。
こ
の
出
版
は
我
が
国
に
西
洋
近
代
法
典
を
知
ら
し
め
、
法
典
編
纂
事
業

の
道
を
切
り
開
く
画
期
的
な
翻
訳
書
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
評
議
会
は
我
が
国
に
西
洋
法
学
的
基
盤
を
も
た
ら
し
た
学
問
的
成
果
を
認
め
、

そ
の
近
代
的
な
法
学
識
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
刑
事
二
法
典
を
除
き
、
主
要
な
法
分
野
の
法
典
が
未
だ
完
成
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
明
治
二
一
年
に
お
い
て
、
西
洋
法
、
特
に
英
仏
の
法
学
識
が
法
学
博
士
認
定
の
た
め
の
資
格
標
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
）
75
（
う
。
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で
は
何
故
、
そ
の
よ
う
な
中
で
細
川
と
鶴
田
も
法
学
博
士
の
候
補
者
に
数
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
森
有
礼
が
明
治
二
一
年
四

月
二
五
日
に
帝
国
大
学
の
教
官
に
対
し
て
行
っ
た
演
説
に
注
目
し
た
い
。
森
は
、
外
国
語
で
法
律
学
が
教
授
さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て

「
抑
法
律
学
ヲ
教
フ
ル
ニ
外
国
語
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
其
之
ヲ
教
フ
ル
目
的
ハ
日
本
ノ
法
律
ヲ
教
フ
ル
ニ
ア
リ
、
決
シ
テ
英
国
若
ク

ハ
米
国
若
ク
ハ
仏
国
普
国
ノ
法
律
ヲ
目
的
ト
シ
テ
研
究
ス
ル
ニ
非
ズ
」
と
、
法
学
教
育
の
目
的
が
専
ら
日
本
法
の
教
育
で
あ
る
こ
と
を

断
っ
た
う
え
で
、「
日
本
ニ
現
行
法
ナ
ク
シ
テ
学
科
上
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
外
国
ノ
法
律
ニ
就
キ
之
ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
ア
）
76
（

リ
」
と
述
べ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
行
法
が
未
だ
発
布
さ
れ
て
い
な
い
法
分
野
に
つ
い
て
は
止
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
森
が
想
定
し

て
い
た
帝
国
大
学
と
は
「
英
国
若
ク
ハ
米
国
若
ク
ハ
仏
国
普
国
ノ
法
律
」
で
は
な
く
、「
日
本
ノ
法
律
」
を
教
え
る
場
で
あ
る
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
明
ら
か
な
通
り
、
森
と
帝
国
大
学
の
間
に
は
「
博
士
像
」
に
お
け
る
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
た
。
実
際
に
森
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
た
。「
大
学
評
議
官
ニ
向
テ
一
言
ス
、
学
位
ハ
博
士
ト
大
博
士
ト
ヲ
問
ハ
ス
、
之
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
学
力
、
功
労
、
著
述
ノ
三
個
ニ

就
キ
充
分
其
資
格
ヲ
査
定
ス
ル
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
然
ル
ニ
今
日
マ
テ
ノ
経
験
ニ
由
レ
ハ
単
ニ
学
力
ニ
ノ
ミ
偏
ス
ル
カ
如
）
77
（

シ
」。

つ
ま
り
、
森
の
考
え
る
博
士
と
は
、
単
に
学
力
に
優
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
力
、
功
労
、
著
述
の
三
要
素
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
者
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
森
が
法
学
博
士
候
補
と
し
た
細
川
、
鶴
田
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
法
律
起
草
者
、
法
典
編
纂
者
と
し
て
明
治
国
家
に
貢
献
し
て
き
た
人

物
で
あ
っ
た
。
細
川
の
学
問
的
基
盤
は
長
崎
に
遊
学
し
蘭
学
を
学
び
、
江
戸
へ
出
て
海
軍
操
船
所
に
入
り
航
海
術
を
習
得
し
、
中
浜
万
次

郎
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
な
ど
に
由
来
す
る
が
、
専
門
的
な
西
洋
の
法
学
を
修
業
し
た
人
物
と
は
言
い
難
）
78
（

い
。
ま
た
、
彼
は
明
治
初
期

の
出
版
条
例
、
新
聞
紙
発
行
条
目
な
ど
の
法
令
起
草
に
も
携
わ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
条
例
に
は
外
国
法
制
の
摂
取
・
継
承
を
必
ず
し
も
要

す
る
も
の
で
は
な
く
、
新
聞
や
図
書
の
出
版
事
情
に
一
定
の
知
識
が
あ
れ
ば
、
法
的
専
門
知
識
を
必
要
と
せ
ず
に
作
成
し
う
る
程
度
の
内

容
で
あ
っ
た
と
看
做
さ
れ
て
い
）
79
（
る
。
ち
な
み
に
、
細
川
は
学
位
令
改
正
後
の
明
治
四
二
年
に
博
士
会
の
推
薦
に
よ
り
博
士
の
学
位
が
授
与
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さ
れ
る
が
、
そ
の
学
位
は
法
学
博
士
で
は
な
く
文
学
博
士
で
あ
っ
）
80
（
た
。
法
学
が
洋
学
一
辺
倒
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
文
学
に
つ
い
て
は

国
学
や
漢
学
を
含
む
領
域
で
あ
り
、
明
治
二
一
年
の
文
学
博
士
は
留
学
を
前
提
と
せ
ず
、
比
較
的
年
齢
の
高
い
人
物
に
も
学
位
を
授
与
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
）
81
（
る
。
今
日
で
は
細
川
が
「
明
治
十
年
代
の
法
典
編
纂
の
エ
キ
ス
パ
ー
）
82
（
ト
」
と
称
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
当
時
新
し
い
西
洋
の
法
律
学
を
修
得
し
て
い
な
か
っ
た
彼
に
対
す
る
帝
国
大
学
評
議
会
の
対
応
は
前
節
で
述

べ
た
通
り
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鶴
田
に
つ
い
て
は
、
木
下
犀
潭
塾
に
遊
学
し
、
松
岡
甕
谷
の
下
で
律
学
を
修
め
た
と
言
わ
れ

て
い
）
83
（
る
。
や
は
り
、
西
洋
法
学
は
十
分
に
修
業
し
な
か
っ
た
が
、「
律
学
」
に
通
じ
て
い
た
鶴
田
は
、
主
と
し
て
新
律
綱
領
、
改
定
律
例

と
い
っ
た
明
治
初
期
の
中
国
伝
統
法
に
遡
る
律
型
刑
法
の
編
纂
に
携
わ
り
、
旧
刑
法
の
編
纂
時
に
は
お
雇
い
法
律
顧
問
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と

討
議
を
重
ね
、
草
案
起
草
に
当
っ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
）
84
（
る
。

　
ま
た
、
箕
作
、
細
川
、
鶴
田
が
博
士
候
補
と
な
っ
た
明
治
二
一
年
三
月
時
点
に
お
い
て
彼
ら
は
、
そ
の
実
質
は
「
立
法
諮
問
機
関
」
と

称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
法
令
、
法
律
お
よ
び
法
典
案
の
「
議
法
」
が
行
わ
れ
た
元
老
）
85
（
院
の
議
官
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
で
き

る
。
と
り
わ
け
、
元
老
院
議
官
の
中
で
箕
作
、
細
川
、
鶴
田
の
三
人
の
み
が
法
律
取
調
委
員
、
破
産
法
編
纂
委
員
、
会
社
条
例
編
纂
委
員

の
三
つ
の
委
員
を
兼
任
し
て
い
た
事
）
86
（
実
も
見
逃
せ
な
い
。

　
国
家
の
た
め
に
実
用
の
学
問
を
重
視
し
た
森
が
法
学
博
士
と
し
て
相
応
し
い
と
し
た
基
準
は
、
西
洋
に
限
定
さ
れ
た
法
学
識
を
有
す
る

こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
法
律
に
関
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
通
し
て
明
治
国
家
建
設
に
携
わ
っ
た
「
功
績
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
「
功
績
」
の
あ
る
人
物
た
ち
が
帝
国
大
学
に
よ
っ
て
博
士
候
補
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
は
、
森
に
と
っ
て
極
め
て
遺
憾
で
、
帝
国

大
学
の
評
価
方
法
が
学
力
に
偏
重
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

2　

英
仏
法
と
い
う
法
学
識

　
続
い
て
、
第
二
期
に
選
ば
れ
た
法
学
博
士
た
ち
に
つ
い
て
目
を
向
け
よ
う
。
彼
ら
の
う
ち
井
上
、
木
下
、
熊
野
の
三
人
は
司
法
省
法
学
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校
出
身
者
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
が
創
設
さ
れ
る
以
前
に
は
官
立
の
法
学
校
と
し
て
、
東
京
大
学
の
法
学
部
と
司
法
省
の
法
学
校
が
並
在

し
て
い
た
が
、
司
法
省
法
学
校
は
明
治
一
七
年
に
廃
止
、
文
部
省
所
轄
の
東
京
法
学
校
へ
と
移
管
さ
れ
、
明
治
一
九
年
に
は
東
京
大
学
の

法
学
部
と
の
統
合
が
完
了
す
）
87
（
る
。
つ
ま
り
、
の
ち
に
東
京
大
学
法
学
部
へ
と
つ
な
が
る
開
成
学
校
出
身
者
を
中
心
に
法
学
博
士
が
第
一
期

で
は
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
第
二
期
に
お
い
て
は
司
法
省
法
学
校
出
身
者
を
中
心
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
司
法
省
法
学
校
の
第

一
期
生
で
あ
っ
た
井
上
正
一
、
熊
野
敏
三
、
木
下
広
次
と
東
京
外
国
語
学
校
出
身
の
富
井
政
章
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
者
で
も
あ
り
、
特
に
井

上
、
熊
野
、
富
井
の
三
人
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
法
学
博
士
（D
octeur en droit

）
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
し
よ
う
。
つ

ま
り
、
第
二
期
で
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
専
門
家
を
中
心
と
し
て
法
学
博
士
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
、
明
治
二
一
年
の
『
法
学
協
会
雑
誌
』
で
は
「
偶
然
と
は
申
し
な
が
ら
能
く
も
斯
く
英
仏
の
法
律
家
が
か

た
ま
り
て
第
一
回
と
第
二
回
に
分
か
れ
た
る
こ
と
と
も
な
り
」
と
報
じ
、
続
け
て
「
さ
れ
ば
世
上
に
て
は
第
三
回
目
は
専
ら
独
逸
の
法
律

を
修
め
た
る
人
々
に
法
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら
る
る
な
ら
ん
な
ど
言
な
せ
ど
も
如
何
の
も
の
に
）
88
（
や
」
と
興
味
深
く
推
測
し
た
。
こ
こ
で

改
め
て
、
明
治
二
一
年
に
学
位
を
授
与
さ
れ
た
一
○
人
の
法
学
博
士
の
学
識
を
分
類
す
る
な
ら
ば
、
英
米
が
田
尻
、
菊
池
、
穂
積
、
鳩
山
、

岡
村
の
五
人
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
箕
作
、
井
上
、
木
下
、
熊
野
、
富
井
の
五
人
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
授
与
さ
れ
た
法
学
博
士
の
学
識

は
ま
さ
に
英
米
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
い
ず
れ
か
を
修
め
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
要
件
と
さ
れ
、
特
に
英
米
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
留
学
や
学
位

取
得
経
験
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
で
は
、
先
に
挙
げ
た
明
治
二
一
年
の
『
法
学
協
会
雑
誌
』
で
予
見
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
法
修
学
者
は
博
士
学
位
授
与
の
場
面
に
登
場
し

て
こ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
次
に
見
て
み
よ
う
。

3　

ド
イ
ツ
留
学
生
の
登
場

　
明
治
二
四
年
に
文
部
大
臣
が
提
示
し
た
法
学
博
士
候
補

―
い
わ
ゆ
る
第
三
期

―
は
、
そ
の
殆
ど
が
西
洋
で
法
学
を
研
鑽
し
て
き
た
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人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
候
補
の
半
数
以
上
が
否
決
の
結
果
に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
複
数
の
国
に
留
学
し
た
人
物
を
含
め
、
和
田
垣
謙
三
、
末
岡
精
一
、
宮
崎
道
三
郎
、
穂
積
八
束
、
梅
謙
次
郎
、
金
井
延
、
山
脇
玄
、
本

多
康
直
の
実
に
八
名
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ド
イ
ツ
の
大
学
の
学
位
を
持
つ
の
は
山
）
89
（
脇
と
本
）
90
（
多
の
二
人
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
と
も
あ
ろ
う
に
彼
ら
二
人
に
だ
け
法
学
博
士
が
授
与
さ
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

。
プ
ロ
イ
セ
ン
ド
イ
ツ
に
範
を
と
っ
た
明
治
憲
法
が
施
行
さ
れ
、

ド
イ
ツ
法
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
時
期
に
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
学
識
の
最
高
峰
を
表
象
す
る
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ
の
大
学
で
取
得
し
た

博
士
学
位
は
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
91
（
か
。

　
時
代
は
遡
る
が
、
明
治
一
一
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
法
学
士
を
取
得
し
帰
朝
し
た
金
子
堅
太
郎
が
司
法
省
に
仕
官
を
願
い
出
た
時
の

こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
司
法
大
書
記
官
の
渡
辺
驥
か
ら
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
生
と
同
等
の
二
五
円
の
月
給
を
告
げ
ら
れ

た
際
、「
東
京
大
学
の
法
学
部
と
米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
は
雲
泥
の
差
あ
り
て
迚
も
比
較
す
へ
き
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
不
満
を
露
わ

に
し
、
金
子
は
ド
イ
ツ
よ
り
帰
朝
し
た
山
脇
と
同
じ
月
給
百
円
に
増
額
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
渡
辺
は
「
山
脇
は
独
逸
の
ド

ク
ト
ル
の
学
位
を
有
す
」
と
い
う
理
由
で
断
っ
た
と
い
）
92
（
う
。

　
こ
の
よ
う
に
当
時
貴
重
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
「
ド
ク
ト
ル
」
学
位
所
有
者
に
対
し
て
、
司
法
省
が
重
用
し
て
い
た
事
実
は
確
認
で
き
る

が
、
明
治
二
四
年
に
授
与
さ
れ
た
法
学
博
士
た
ち
に
お
い
て
は
海
外
で
の
学
位
を
持
た
な
い
者
も
お
り
、
彼
ら
に
共
通
す
る
要
素
は
東
京

大
学
出
身
の
学
士
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
京
大
学
の
法
学
部
は
菊
池
武
夫
や
鳩
山
和
夫
を
講
師
と
し
、
穂
積
陳
重
を
教
授

と
し
て
迎
え
た
こ
と
で
、
法
学
教
育
の
「
自
国
化
」
が
推
進
さ
れ
、
西
洋
法
学
の
受
容
を
主
体
的
に
進
め
る
契
機
を
つ
く
っ
た
教
育
機
関

で
あ
）
93
（

る
。
こ
こ
で
は
、
法
学
博
士
取
得
の
た
め
に
、
東
京
大
学
で
教
授
さ
れ
る
法
学
識
の
修
得
を
資
格
要
件
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
重
要
な
要
因
は
、
帝
国
大
学
の
現
任
教
授
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
も
あ
ろ
う
。
明
治
二
一
年
の
法
学
博
士
取
得
者
の
職
歴
を
み

る
と
、
帝
国
大
学
教
授
経
験
の
あ
る
者
を
田
尻
、
穂
積
、
鳩
山
、
木
下
、
富
井
、
司
法
省
や
元
老
院
、
裁
判
所
な
ど
に
勤
め
た
官
僚
と
し
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て
箕
作
、
菊
池
、
井
上
、
熊
野
、
岡
村
と
い
う
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
明
治
二
一
年
次
で
は
帝
国
大
学
教
授
と
司
法
官
僚

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
が
選
ば
れ
た
の
に
対
し
、
明
治
二
四
年
次
の
法
学
博
士
た
ち
は
、
増
島
を
除
く
全
員
が
帝
国
大
学
の
教
授
と
い
う

職
位
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
英
、
仏
、
独
い
ず
れ
か
の
西
洋
法
に
よ
る
法
学
識
を
有
す
る
か
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
も
は
や
そ

れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
の
教
授
の
職
務
こ
そ
法
学
博
士
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
明
治
二
四
年
の
法
学
博
士
の
授
与
は
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
と
し
て
教
育
、
研
究
に
従
事
す
る
専
門
的
な
法
学
者
の
誕

生
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
出
に
は
帝
国
大
学
の
評
議
会
に
よ
る
主
導
的
な
姿
勢
が
窺
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
こ
の

時
の
法
学
博
士
の
選
出
は
、
明
治
二
六
年
九
月
か
ら
始
動
す
る
帝
国
大
学
に
お
け
る
講
座
）
94
（

制
の
前
提
段
階
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
の
帝
国
大
学
教
授
陣
を
確
認
す
る
と
既
に
法
学
博
士
を
持
つ
穂
積
陳
重
、
富
井
政
章
の
他
は
和
田
垣
謙
三
、
末
岡
精
一
、
宮
崎
道
三

郎
、
穂
積
八
束
、
梅
謙
次
郎
、
金
井
延
、
土
方
寧
が
在
籍
し
て
お
）
95
（

り
、
ま
さ
に
明
治
二
四
年
に
法
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
人
物
が
名
を
連

ね
て
い
る
。

　
第
三
期
の
博
士
学
位
授
与
の
後
、『
法
律
雑
誌
』
は
、「
博
士
ヲ
推
薦
ス
ル
ニ
ハ
何
ヲ
以
テ
標
準
ト
ナ
シ
タ
ル
カ
」
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
た
が
、
そ
の
分
析
結
果
は
「
帝
国
大
学
ノ
教
授
ヲ
受
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
一
要
件
ト
為
シ
」、
さ
ら
に
「
外
国
ニ
留
学
シ
タ
ル
ヲ
一
要
件
ト

認
）
96
（

メ
」
た
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
ら
へ
学
位
授
与
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
大
学
出
身
の
学
士
が
海
外
留
学
を

経
て
、
帰
国
後
に
法
科
大
学
の
教
授
と
な
り
、
法
学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
と
い
う
明
治
日
本
の
法
学
者
の
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
が
提

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
む
す
び

　
以
上
、
明
治
二
○
年
学
位
令
施
行
下
で
学
位
の
授
与
を
受
け
た
法
学
博
士
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
選
出
過
程
を
再
現
し
て
き
た
。
そ
こ
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で
働
い
た
資
格
認
定
標
準
の
内
実
は
、
明
治
二
一
年
に
お
い
て
は
英
法
も
し
く
は
仏
法
に
基
づ
く
西
洋
法
の
学
識
を
評
価
す
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
た
が
、
同
二
四
年
に
至
っ
て
は
帝
国
大
学
を
中
心
と
し
た
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
形
成
の
一
端
を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
も
は
や
森
有
礼
が
望
ん
だ
明
治
国
家
建
設
に
携
わ
っ
て
き
た
「
功
績
」
に
基
づ
く
博
士
学
位
の
授
与
で
は
な
く
、

ま
さ
し
く
「
国
家
ノ
須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技
芸
」
を
研
究
し
教
育
す
る
と
い
う
帝
国
大
学
本
来
の
目
的
に
適
う
法
学
者
の
誕
生
が
示
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
一
年
五
月
、
福
沢
諭
吉
は
大
博
士
の
選
）
97
（
出
を
前
に
し
て
「
博
士
会
）
98
（
議
」
と
題
す
る
論
を
発
表
し
、
大
博
士
の
選
出
が
政
府
主
導

で
行
わ
れ
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
つ
ま
り
、
福
沢
は
学
問
の
地
位
の
維
持
を
重
視
す
る
が
故
に
「
学
問
社
会
の
博
士
が
政
治
社
会
の
装
飾

品
に
利
用
」
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、「
学
問
の
独
立
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
う
し
た
福
沢
の
主
張
は
私
学
に
お
け
る
学

問
の
自
由
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
が
、
明
治
二
一
年
当
時
、
文
部
大
臣
に
よ
っ
て
学
位
を
授
与
さ
れ
た
博
士
た
ち
に
つ
い
て
、
福
沢
以
外

に
も
「
概
ね
政
府
部
内
に
奉
職
せ
る
人
若
く
は
半
官
的
の
学
士
の
み
に
し
て
更
に
純
粋
な
る
民
間
の
学
士
な
き
こ
）
99
（
と
」
を
問
題
視
す
る
意

見
も
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
帝
国
大
学
が
学
位
授
与
制
度
に
お
い
て
自
律
的
な
認
定
主
体
と
し
て
現
れ
る
過
程
は
上
述
の

通
り
で
あ
る
が
、
大
正
九
年
の
学
位
令
に
至
る
ま
で
、
結
局
は
文
部
大
臣
が
授
与
権
者
で
あ
り
続
け
た
事
実
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る

「
学
問
社
）
100
（

会
」
の
形
成
が
い
か
に
国
家
的
枠
組
み
か
ら
自
由
で
あ
り
得
な
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
帝
国
大
学
体
制
に
お
け
る
法
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
性
格
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
、
法
学
博
士
学
位
の
成
立
期
に
や
は
り
法
学
教
育

機
関
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
私
立
法
律
学
校
と
の
関
係
や
、「
法
学
」
と
い
う
学
問
分
野
が
、
隣
接
す
る
「
政
治
学
」
を
含
み
つ
つ

ど
の
よ
う
に
「
制
度
化
」
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
扱
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
つ
も

り
で
あ
る
。

（
1
）  

明
治
憲
法
施
行
期
前
後
の
法
史
的
概
観
と
し
て
、
利
谷
信
義
「
近
代
法
体
系
の
成
立
」『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
十
六
　
近
代
三
』
岩
波
書
店
、
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一
九
七
六
年
、
長
谷
川
正
安
・
利
谷
信
義
「
日
本
近
代
法
史
」『
岩
波
講
座
現
代
法
十
四
　
外
国
法
と
日
本
法
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
参
照
。

（
2
）  

近
代
日
本
に
け
る
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
天
野
郁
夫
「
法
学
系
私
学
の
生
成
と
発
展
」『
近
代
日
本
高
等
教
育
研
究
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一

九
八
九
年
、
四
二
一
頁
以
下
、
吉
井
蒼
生
夫
「
法
学
教
育
の
歴
史
的
分
析
」『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
二

○
五
頁
以
下
、
前
田
達
男
「
日
本
資
本
主
義
と
大
学
・
法
学
部
」（
日
本
法
社
会
学
会
（
編
）『
大
学
問
題
の
法
社
会
学
的
研
究
』
有
斐
閣
、
一
九

七
○
年
）、
八
三
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
三
阪
佳
弘
「
裁
判
官
の
任
用
と
司
法
省
―
明
治
末
か
ら
大
正
期
の
法
曹
養
成
論
議
と
そ
の
帰
結
と
し
て

の
集
権
化
」『
近
代
日
本
の
司
法
省
と
裁
判
官
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
○
一
四
年
、
二
二
五
頁
以
下
は
裁
判
官
任
用
資
格
と
の
関
連
で
法
学
教

育
に
言
及
し
た
研
究
で
あ
る
。

（
3
）  

内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
　
明
治
十
九
年
　
上
巻
』、
七
四
頁
。

（
4
）  

官
僚
養
成
機
関
と
し
て
の
東
京
大
学
、
帝
国
大
学
の
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
利
谷
信
義
「
日
本
資
本
主
義
と
法
学
エ
リ
ー
ト
（
一
）、（
二
）」

（『
思
想
』
四
九
三
お
よ
び
四
九
六
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
を
参
照
。

（
5
）  

「
帝
国
大
学
体
制
」
と
は
、
帝
国
大
学
を
い
わ
ゆ
る
帝
国
大
学
令
の
公
布
の
み
で
性
格
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
大
学
が
多
く
の
大
学
内
外

の
関
連
諸
制
度
ま
た
は
政
治
、
経
済
制
度
な
ど
と
の
関
連
を
も
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
に
着
目
し
、
そ
の
全
体
構
造
を
表
示
す
る
た
め

に
設
定
さ
れ
た
枠
組
み
で
あ
る
。
酒
井
豊
（
編
）『
日
本
近
代
大
学
成
立
期
に
お
け
る
国
家
、
学
術
体
制
な
ら
び
に
大
学
の
関
連
構
造
に
関
す
る

研
究
（
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
）』
一
九
九
一
年
、
一
二
頁
。

（
6
）  

以
上
、
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
（
編
）『
東
京
大
学
百
年
史
　
通
史
一
』
東
京
大
学
、
一
九
八
四
年
、
六
○
一
―
六
○
六
頁
。

（
7
）  

寺
崎
昌
男
「
日
本
の
学
位
制
度
を
ふ
り
か
え
る
」（『
大
学
基
準
協
会
会
報
』
第
七
○
号
、
大
学
基
準
協
会
、
一
九
九
三
年
）、
二
一
頁
。

（
8
）  

例
え
ば
、
娘
を
持
つ
親
た
ち
が
「
学
士
様
な
ら
お
嫁
に
や
ろ
か
」
と
考
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
寺
崎
昌
男
『
東
京
大
学
の
歴

史
』
講
談
社
、
二
○
○
七
年
、
一
○
五
頁
。

（
9
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
二
十
年
　
上
巻
』、
五
五
頁
。

（
10
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
二
十
年
　
上
巻
』、
七
四
―
七
七
頁
。

（
11
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
三
十
一
年
』、
四
七
四
―
四
七
五
頁
。

（
12
）  

博
士
会
は
、
明
治
三
一
年
一
二
月
一
○
日
に
勅
令
第
三
四
五
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
博
士
会
規
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
第
一

条
に
「
博
士
会
ハ
文
部
大
臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
明
治
三
十
一
年
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
学
位
令
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
第
三
条
ニ
規
定
セ
ル
学
位

ノ
授
与
褫
奪
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
審
査
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
法
令
全
書
　
明
治
三
十
一
年
』、
四
七
五
―
四
七
六
頁
。
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（
13
）  

寺
崎
前
掲
論
文
、
一
八
頁
。

（
14
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
三
十
二
年
』、
二
〇
―
二
一
頁
。

（
15
）  

臨
時
教
育
会
議
に
つ
い
て
は
、
海
後
宗
臣
（
編
）『
臨
時
教
育
会
議
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
○
年
参
照
。

（
16
）  
天
野
郁
夫
「
学
位
制
度
の
変
遷
」
天
城
勲
（
編
）『
エ
リ
ー
ト
の
大
学
・
大
衆
の
大
学
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
二
一
八
頁
。

（
17
）  
『
官
報
』
一
九
二
○
年
七
月
六
日
付
。

（
18
）  
寺
崎
前
掲
論
文
、
二
二
頁
以
下
。

（
19
）  

以
下
で
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
学
位
令
と
言
う
と
き
は
明
治
二
○
年
の
も
の
を
指
す
。

（
20
）  

明
治
二
○
年
学
位
令
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
中
野
実
『
近
代
日
本
大
学
制
度
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
三
年
、
八
一
頁
以
下
も
参

照
さ
れ
た
い
。

（
21
）  

帝
国
大
学
令
と
森
有
礼
の
思
想
に
関
し
て
、
山
中
永
之
佑
「
教
育
制
度
」
福
島
正
夫
（
編
）『
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成
　
上
巻
』
日
本
評
論

社
、
一
九
八
一
年
、
三
八
八
―
三
九
五
頁
で
は
、
森
が
帝
国
大
学
に
期
待
す
る
研
究
や
教
育
は
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
政
策
に
直
接
役
立
つ
よ
う

な
実
用
科
学
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）  

『
日
本
学
士
院
八
十
年
史
　
資
料
編
一
』
日
本
学
士
院
、
一
九
六
一
年
、
三
○
七
頁
以
下
。

（
23
）  

加
藤
の
大
学
観
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
、
二
見
剛
史
「
日
本
近
代
大
学
成
立
史
の
研
究
（
そ
の
一
）
―
加
藤
弘
之
の
学
術
研
究
中
心
の

思
想
―
」（『
九
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
二
集
、
一
九
六
七
年
）、
一
七
―
二
八
頁
。
な
お
、
加
藤
の
大
学
観
は
ド
イ
ツ
の
大
学
の
理
念
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
哲
学
科
に
指
導
原
理
を
求
め
た
「
深
遠
な
る
」
学
問
の
発
展
を
望
む
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）  

『
日
本
学
士
院
八
十
年
史
　
資
料
編
一
』
日
本
学
士
院
、
一
九
六
一
年
、
三
○
七
頁
。

（
25
）  

寺
崎
昌
男
「
日
本
の
学
位
制
度
―
小
史
の
試
み
」『
大
学
は
歴
史
の
思
想
で
変
わ
る
』
東
信
堂
、
二
○
○
六
年
、
二
四
四
頁
。

（
26
）  

『
法
令
全
書
　
明
治
十
九
年
　
上
巻
』、
七
五
頁
。

（
27
）  

「
帝
国
大
学
令
ヲ
定
ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
聚
・
第
十
編
・
明
治
十
九
年
・
第
二
十
八
巻
・
学
政
一
・
学
制
総
・
校
舎
一
』）。

（
28
）  

「
学
位
条
例
草
按
ニ
付
意
見
申
出
ノ
儀
総
務
局
長
ヨ
リ
照
会
」（
東
京
大
学
文
書
館
所
蔵
『
文
部
省
往
復
　
明
治
十
九
年
』）。

（
29
）  

東
京
大
学
所
蔵
『
自
明
治
十
九
年
三
月
至
明
治
二
十
年
四
月
　
評
議
会
記
録
　
乙
第
一
号
』、
二
四
頁
。

（
30
）  

「
帝
国
大
学
令
第
四
条
ニ
依
リ
授
与
ス
ル
学
位
（
博
士
号
）
ニ
関
ス
ル
勅
令
案
」（
東
京
大
学
文
書
館
所
蔵
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治
十
二
年
明

治
二
十
四
年
』）。
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（
31
）  

「
学
士
会
員
学
位
教
育
博
覧
会
及
海
外
留
学
生
ニ
関
ス
ル
事
項
」
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
記
録
局
（
編
）『
法
規
分
類
大
全
一
六
官
職
門
　

（
十
四
）』
一
八
九
一
年
、
五
○
―
五
一
頁
。

（
32
）  

「
森
文
部
大
臣
の
演
説
」（『
教
育
報
知
』
第
一
二
三
号
、
東
京
教
育
者
、
一
八
八
八
年
）、
二
○
頁
。

（
33
）  
前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
　
通
史
一
』、
九
八
七
頁
。

（
34
）  
佐
藤
広
志
「
日
本
に
お
け
る
最
初
の
博
士
集
団
」（『
大
学
論
集
』
第
二
三
集
、
広
島
大
学
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年
）、
一
二
九
―

一
三
○
頁
。

（
35
）  

前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
　
通
史
一
』、
九
五
一
頁
。

（
36
）  

渡
辺
洪
基
に
つ
い
て
は
瀧
井
一
博
『
渡
辺
洪
基
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
一
六
年
参
照
。

（
37
）  

「
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
ヘ
博
士
学
位
授
与
ノ
議
文
部
大
臣
ヨ
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ニ
附
サ
レ
タ
ル
件
（
二
十
一
年
）」（
前
掲
『
重
要
書
類

彙
集
　
明
治
十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
38
）  

前
掲
「
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
ヘ
博
士
学
位
授
与
ノ
議
文
部
大
臣
ヨ
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ニ
附
サ
レ
タ
ル
件
（
二
十
一
年
）」。

（
39
）  

東
京
大
学
所
蔵
『
自
明
治
二
十
年
四
月
至
明
治
二
十
一
年
　
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』、
三
九
頁
。
以
下
『
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』
と

表
記
す
る
。

（
40
）  

『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
　
明
治
二
十
五
年
―
二
十
六
年
』
帝
国
大
学
、
一
八
九
二
年
、
二
一
八
頁
。
な
お
、
九
人
の
帝
国
大
学
評
議
会
の
構
成

員
（
評
議
官
）
に
は
、
明
治
二
十
一
年
六
月
七
日
（
第
二
期
）
ま
で
に
博
士
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）  

明
治
一
九
年
の
帝
国
大
学
令
第
八
条
に
評
議
官
は
「
文
部
大
臣
各
分
科
大
学
教
授
ヨ
リ
各
二
人
特
選
シ
テ
之
ニ
充
ツ
」
と
あ
る
が
、
同
二
五
年

八
月
ま
で
は
必
ず
し
も
規
定
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寺
崎
昌
男
「
日
本
の
大
学
に
お
け
る
自
治
的
慣
行
の
形
成
」（『
教
育
学
研

究
』
第
三
二
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
日
本
教
育
学
会
、
一
九
六
五
年
）、
一
三
五
頁
。

（
42
）  

『
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』、
三
九
―
四
一
頁
。

（
43
）  

鳩
山
の
得
票
数
が
一
票
少
な
い
の
は
、
鳩
山
自
身
も
評
議
会
の
構
成
員
で
あ
っ
た
た
め
、
自
分
自
身
へ
の
投
票
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）  

こ
の
世
代
間
の
差
異
は
、
翻
訳
を
主
と
す
る
幕
末
型
洋
学
知
識
人
と
実
際
に
西
洋
の
地
で
研
鑽
を
積
ん
だ
明
治
の
専
門
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
い

う
表
現
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
る
。
瀧
井
一
博
『
明
治
国
家
を
つ
く
っ
た
人
び
と
』
講
談
社
、
二
○
一
三
年
、
一
一
三
頁
。

（
45
）  

「
梅
謙
次
郎
氏
の
談
　
三
十
六
年
八
月
十
三
日
」（
大
槻
文
彦
『
箕
作
麟
祥
君
伝
』
丸
善
、
一
九
○
七
年
）、
一
三
五
頁
。
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（
46
）  

「
磯
部
四
郎
氏
の
談
　
三
十
四
年
八
月
三
日
」（
大
槻
前
掲
書
）、
一
一
五
頁
。

（
47
）  

「
細
川
潤
次
郎
外
十
名
ニ
学
位
授
与
ノ
儀
ニ
付
文
部
省
ニ
於
テ
帝
国
大
学
評
議
会
開
設
ノ
件
（
二
十
一
年
）」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治

十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
48
）  
『
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』
四
四
頁
以
下
。
こ
こ
で
「
異
例
」
と
称
す
の
は
、
通
常
の
評
議
会
の
記
録
に
は
文
部
大
臣
お
よ
び
文
部
次
官
の

臨
席
は
な
く
、
開
催
場
所
の
記
載
も
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
49
）  
前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
　
通
史
一
』、
九
六
九
頁
。

（
50
）  

前
掲
「
細
川
潤
次
郎
外
十
名
ニ
学
位
授
与
ノ
儀
ニ
付
文
部
省
ニ
於
テ
帝
国
大
学
評
議
会
開
設
ノ
件
（
二
十
一
年
）」。

（
51
）  

「
田
尻
稲
次
郎
外
七
名
ニ
博
士
学
位
授
与
ノ
議
文
部
大
臣
ヨ
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ニ
附
サ
レ
タ
ル
件
（
二
十
一
年
）」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　

明
治
十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
52
）  

『
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』、
六
○
頁
。

（
53
）  

前
掲
「
田
尻
稲
次
郎
外
七
名
ニ
博
士
学
位
授
与
ノ
議
文
部
大
臣
ヨ
リ
帝
国
大
学
評
議
会
ニ
附
サ
レ
タ
ル
件
（
二
十
一
年
）」。

（
54
）  

『
官
報
』
一
八
八
八
年
五
月
八
日
付
。

（
55
）  

最
初
の
博
士
学
位
選
出
に
関
す
る
一
連
の
事
件
を
踏
ま
え
、「
学
位
制
度
、
と
い
う
学
術
評
価
シ
ス
テ
ム
の
創
設
が
、
政
治
権
力
か
ら
ア
カ
デ

ミ
ー
の
自
立
を
促
し
た
」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
、
博
士
学
位
制
度
の
成
立
が
、
大
学
自
治
の
形
成
へ
の
一
要
因
と
も
看
做
さ
れ
て
い
る
。
寺
崎

前
掲
書
、
一
○
八
頁
。

（
56
）  

「
木
下
広
次
外
二
十
四
名
同
上
（
二
十
一
年
）」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治
十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
57
）  

『
評
議
会
記
録
　
乙
第
二
号
』、
七
五
頁
以
下
。

（
58
）  

前
掲
「
木
下
広
次
外
二
十
四
名
同
上
（
二
十
一
年
）」。

（
59
）  

『
官
報
』
一
八
八
八
年
六
月
八
日
付
。

（
60
）  

『
官
報
』
一
八
八
八
年
五
月
八
日
付
。

（
61
）  

こ
の
結
果
の
背
景
に
は
、
第
一
期
で
の
選
出
の
経
過
と
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
森
の
側
に
お
い
て
予
め
帝
国
大
学
側
の
規
準
に
譲
歩
し
た
候
補

者
の
推
薦
を
図
っ
た
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。

（
62
）  

第
一
回
博
士
会
議
に
は
、
文
部
大
臣
森
有
礼
、
文
部
次
官
辻
新
次
も
出
席
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。「
博
士
会
議
」（『
教
育
報
知
』
第

百
二
十
三
号
、
東
京
教
育
社
、
一
八
八
八
年
）、
一
二
頁
。
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（
63
）  

「
和
田
垣
謙
三
外
三
十
四
名
穂
積
八
束
外
三
十
七
名
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
同
上
（
二
十
四
年
）」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治
十
二
年

明
治
二
十
四
年
』）。

（
64
）  

東
京
大
学
所
蔵
『
自
明
治
二
十
三
年
五
月
至
明
治
二
十
五
年
二
月
　
評
議
会
記
録
　
乙
第
四
号
』、
五
四
頁
以
下
。
以
下
『
評
議
会
記
録
　
乙

第
四
号
』
と
表
記
す
る
。

（
65
）  
『
評
議
会
記
録
　
乙
第
四
号
』、
六
○
頁
。

（
66
）  

『
帝
国
大
学
第
六
年
報
　
起
明
治
二
十
四
年
一
月
　
止
同
年
十
二
月
』（
復
刻
版
、
東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
（
編
）『
東
京
大
学
年
報
第
三

巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、
二
八
三
頁
。

（
67
）  

『
評
議
会
記
録
　
乙
第
四
号
』、
七
二
頁
以
下
。

（
68
）  

「
土
方
寧
外
三
名
同
上
」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治
十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
69
）  

前
掲
『
東
京
大
学
第
六
年
報
』、
二
八
六
頁
。

（
70
）  

前
掲
「
和
田
垣
謙
三
外
三
十
四
名
穂
積
八
束
外
三
十
七
名
細
川
潤
次
郎
外
二
十
四
名
同
上
（
二
十
四
年
）」。

（
71
）  

「
宮
城
浩
蔵
外
二
名
学
位
授
与
否
決
ノ
件
」（
前
掲
『
重
要
書
類
彙
集
　
明
治
十
二
年
明
治
二
十
四
年
』）。

（
72
）  

『
官
報
』
一
八
九
一
年
八
月
二
五
日
付
。

（
73
）  

第
四
期
は
学
位
が
学
位
論
文
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
第
三
期
ま
で
と
は
そ
の
取
得
方
法
が
大
い
に
異
な
る
。
帝
国
大
学

で
行
わ
れ
た
学
位
論
文
検
定
の
過
程
や
近
代
法
史
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
。

（
74
）  

吉
井
蒼
生
夫
『
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
法
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
三
八
一
―
三
八
二
頁
。
箕
作
麟
祥
に
つ
い
て
は
、
山
中
永
之

佑
「
箕
作
麟
祥
」
潮
見
俊
隆
、
利
谷
信
義
（
編
）『
日
本
の
法
学
者
』、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
年
、
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
75
）  

岩
谷
十
郎
「
近
代
日
本
法
史
に
お
け
る
「
学
識
」
判
事
の
登
場
」『
明
治
日
本
の
法
解
釈
と
法
律
家
』
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
二
○
一

二
年
、
三
七
三
頁
。

（
76
）  

森
有
礼
「
帝
国
大
学
教
官
に
対
す
る
演
説
」（
大
久
保
利
謙
（
編
）『
森
有
礼
全
集
　
第
一
巻
』
宣
文
堂
書
店
、
一
九
七
二
年
）、
六
一
七
頁
。

（
77
）  

森
有
礼
「
文
部
省
に
お
い
て
直
轄
学
校
長
に
対
す
る
演
説
」（
前
掲
『
森
有
礼
全
集
　
第
一
巻
』）、
六
六
八
頁
。

（
78
）  

「
会
員
細
川
潤
次
郎
ノ
伝
」（『
東
京
学
士
会
員
雑
誌
』
一
三
巻
四
号
、
一
八
九
一
年
）、
一
七
五
頁
以
下
。

（
79
）  

奥
平
康
弘
「
日
本
出
版
警
察
法
制
の
歴
史
的
研
究
序
説
（
二
）」（『
法
律
時
報
』
三
九
巻
六
号
、
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
）、
一
○
一
頁
で

は
、
外
国
法
の
摂
取
・
継
承
を
語
る
た
め
に
は
、「
摂
取
し
継
承
す
る
主
体
が
、
少
な
く
も
あ
る
程
度
の
法
曹
家
的
訓
練
を
経
て
い
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
80
）  

『
官
報
』
一
九
○
九
年
八
月
四
日
付
。

（
81
）  

佐
藤
前
掲
論
文
、
一
二
九
頁
。

（
82
）  
七
戸
克
彦
「
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
﹇
二
十
二
﹈」（『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
六
七
四
号
、
日
本
評
論
社
、
二
○
一
一
年
）、
五
八
頁
。

（
83
）  
鶴
田
徹
「
鶴
田
皓
―
経
国
の
文
章
」（
早
稲
田
大
学
地
域
文
化
研
究
所
（
編
）『
肥
前
の
歴
史
と
文
化
』
行
人
社
、
二
○
一
○
年
）、
一
七
五
頁
。

（
84
）  
新
律
綱
領
、
改
定
律
例
の
選
定
に
あ
ず
か
る
日
本
の
法
律
家
で
あ
っ
た
鶴
田
が
ハ
ー
バ
ー
ド
留
学
生
井
上
良
一
を
い
や
し
ん
だ
逸
話
が
知
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
鶴
田
の
西
洋
法
に
対
す
る
姿
勢
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
手
塚
豊
「
最
初
の
東
京
大
学
法
学
部
教
授
井
上
良
一
略
伝
」『
明
治

史
研
究
雑
纂
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
四
年
、
五
五
頁
参
照
。
な
お
、
鶴
田
と
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
編
纂
論
議
は
、
高
田
久
実
「
刑
事
裁
判
費
用
制
度

成
立
小
史
」（『
司
法
法
制
部
季
報
』
一
四
四
号
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
、
二
○
一
七
）、
五
頁
以
下
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
85
）  

元
老
院
に
つ
い
て
は
久
保
田
哲
『
元
老
院
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
一
四
年
参
照
。

（
86
）  

彦
根
正
三
（
編
）『
改
正
官
員
録
』
明
治
二
一
年
甲
三
月
、
博
公
書
院
、
一
八
八
八
年
、
一
七
二
頁
。

（
87
）  

司
法
省
法
学
校
に
つ
い
て
は
手
塚
豊
「
司
法
省
法
学
校
小
史
」『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
八
年
、
一
○
一
頁
以
下
参

照
。

（
88
）  

「
雑
録
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
一
号
、
法
学
協
会
、
一
八
八
八
年
）、
一
九
九
頁
。

（
89
）  Rudolf H

artm
ann, Japanische Studenten an deutschen U

niversitäten und H
ochschulen 1868 -1914, Berlin: M

ori-Ô
gai-

G
edenkstätte, 2005, S. 222.

ま
た
、
山
脇
玄
の
翻
訳
者
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
小
野
博
司
「
近
代
法
の
翻
訳
者
た
ち
（
一
）
―
山
脇

玄
と
守
屋
善
兵
衛
」（
法
政
策
研
究
会
（
編
）『
法
政
策
学
の
試
み
〔
法
政
策
研
究
　
第
一
六
集
〕』
信
山
社
、
二
○
一
五
年
）
参
照
。

（
90
）  

本
多
康
直
の
ド
イ
ツ
の
法
学
博
士
取
得
に
つ
い
て
は
、
一
八
八
二
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
長
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
レ
ン
ス

ド
ル
フ
か
ら
授
け
ら
れ
た
学
位
記
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
編
）『
企
画
展
示
ド
イ
ツ
と
日
本
を
結
ぶ
も
の
―
日
独
修
交

一
五
○
年
の
歴
史
―
』
二
○
一
五
年
、
八
二
頁
。

（
91
）  

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
留
学
生
で
現
地
に
お
い
て
法
学
博
士
を
取
得
し
た
人
物
た
ち
は
、
明
治
二
三
年
以
降
高
木
甚
平
、
巌
谷
孫
蔵
、
吉
田
作
弥
を

は
じ
め
に
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
物
た
ち
を
「
ド
ク
ト
ル
・
ユ
ー
リ
ス
」
と
呼
び
、
分
析

を
行
う
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
刑
事
法
分
野
で
ド
イ
ツ
学
位
を
取
得
し
た
留
学
生
に
つ
い
て
は
高
橋
直
人
「
明
治
期
に
お
け
る
ド

イ
ツ
刑
法
学
の
継
受
と
現
地
で
の
学
位
取
得
―
大
場
茂
馬
、
岡
田
庄
作
、
鳥
居
誠
哉
、
山
川
幸
雄
を
主
な
例
と
し
て
―
」
井
田
良
、
井
上
宜
裕
、
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白
取
祐
司
、
高
田
昭
正
、
松
宮
孝
明
、
山
口
厚
（
編
）『
浅
田
和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
　
下
巻
』
成
文
堂
、
二
○
一
六
年
、
七
六
一
頁
以
下

も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
92
）  

金
子
堅
太
郎
（
著
）、
高
瀬
暢
彦
（
編
）『
金
子
堅
太
郎
自
叙
伝
（
第
一
集
）』
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
、
二
○
○
三
年
、
一
一
五
頁
。

（
93
）  
天
野
郁
夫
「
近
代
日
本
に
お
け
る
外
国
法
の
受
容
と
法
学
教
育
の
成
立
」（『
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
八
巻
、
一
九
七
二
年
）、
二

一
六
頁
。

（
94
）  
講
座
制
は
井
上
毅
文
部
大
臣
時
代
に
導
入
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
大
学
を
「
学
理
」
研
究
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

寺
崎
昌
男
「「
講
座
制
」
の
歴
史
的
研
究
序
説
―
日
本
の
場
合
（
二
）
―
」（『
大
学
論
集
』
第
二
集
、
広
島
大
学
、
一
九
七
四
年
）、
八
一
頁
。

（
95
）  

帝
国
大
学
（
編
）『
帝
国
大
学
一
覧
　
従
明
治
二
十
六
年
至
明
治
二
十
七
年
』、
一
八
九
四
年
、
八
四
頁
以
下
。

（
96
）  

「
新
法
学
博
士
出
ツ
」（『
法
律
雑
誌
』
八
五
八
号
、
時
習
社
、
一
八
九
一
年
）、
一
○
二
―
一
○
三
頁
。

（
97
）  

福
沢
は
博
士
会
議
に
お
い
て
「
大
博
士
」
に
推
薦
さ
れ
る
学
者
と
し
て
、
そ
の
選
に
入
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
昆
野
和
七
（
編
校
）

『
福
沢
諭
吉
「
学
問
独
立
論
」』
慶
應
出
版
社
、
一
九
四
八
年
、
一
八
一
頁
。

（
98
）  

福
沢
諭
吉
「
博
士
会
議
」『
福
沢
諭
吉
全
集
　
第
十
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
○
年
、
四
八
七
頁
。

（
99
）  

咄
々
畸
士
「
学
位
論
附
た
り
新
博
士
を
評
す
」（『
日
本
之
時
事
』
第
三
号
、
博
文
館
、
一
八
八
八
年
）、
六
二
頁
。

（
100
）  

福
沢
は
「
吾
輩
は
今
の
日
本
の
政
治
よ
り
今
の
日
本
の
学
問
を
分
離
せ
し
め
ん
こ
と
を
祈
る
者
な
り
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
政
治
に
よ
る
干
渉

か
ら
自
由
で
独
立
し
た
学
問
社
会
を
想
定
し
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
「
学
問
之
独
立
」『
福
沢
諭
吉
全
集
　
第
五
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
、

三
七
○
頁
。

加
藤　

学
陽
（
か
と
う
　
が
く
よ
う
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
法
制
史
学
会
、
法
文
化
学
会

専
攻
領
域
　
　
日
本
法
制
史


